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じゃらん人気温泉地ランキング2023
調査概要と回答者プロフィール
調査概要　
調査期間　 2022年8月22日（月）から

2022年8月31日（水）
調査対象　『じゃらんnet』会員
調査方法　 インターネット上でアンケートを実施
有効回答数　　1万3375人
対象温泉地　全国の328温泉地

（除く東京都・沖縄県）を
調査対象として設定

人気温泉地ランキング2023

 発表！

17回目となる恒例の「じゃらん人気温泉地」ランキング。
全国１万３３７５人の投票により、全国３２８の温泉地から、今回も各ランキングが決定した。
旅行者は何に惹かれ、満足し、また訪れたいと思うのか。
資源の磨き方、見せ方によって温泉地の魅力の伝わり方はまるで違ったものになっていく。
過ごし方が多様化する中で、支持される、心に刺さる温泉地とは？

 【現地レポート】

ランクUP嬉野温泉の挑戦 

文化を伝える
温泉地

イラスト／うよ高山　写真／清水知成（P12〜P15）

※温泉地名は調査時のものであり、一部の温泉地で
　呼称が異なる場合がある

回答者プロフィール（ｎ＝13,375）

居住地域

東北 
4.7％中国・

四国
6.2％

九州・
沖縄 
12.9％

東海  
13.3％

関東・
甲信越  
39.3％

北陸・
関西 
18.5％

北海道 
5.0％

性別 

男性
46.0％

女性
53.1％

無回答
0.9％
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 発表！
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の
温
泉
地
」
を
分
析

全国人気温泉地
ランキングベスト50

（ｎ＝13,296）

これまでに行ったことのある温泉地のうち
「もう一度行ってみたい」温泉地について尋ねた。
（複数回答5つまで）居住地別ベスト5

北海道居住者（ｎ＝666）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 登別温泉 北海道 315 1
2 洞爺湖温泉 北海道 195 2
3 湯の川温泉 北海道 180 3
4 阿寒湖温泉 北海道 166 4
5 定山渓温泉 北海道 153 4

東北居住者（ｎ＝633）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 秋保温泉 宮城県 152 1
2 乳頭温泉郷 秋田県 106 3
3 花巻温泉郷 岩手県 105 4
4 草津温泉 群馬県 97 6
5 鳴子温泉郷 宮城県 91 2

関東・甲信越居住者（ｎ＝5,226）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 草津温泉 群馬県 1585 1
2 箱根温泉 神奈川県 1504 2
3 熱海温泉 静岡県 699 3
4 登別温泉 北海道 581 5
5 乳頭温泉郷 秋田県 503 8

東海居住者（ｎ＝1778）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 下呂温泉 岐阜県 436 1
2 箱根温泉 神奈川県 344 4
3 奥飛騨温泉郷 岐阜県 319 3
4 草津温泉 群馬県 312 2
5 有馬温泉 兵庫県 237 5

北陸・関西居住者（ｎ＝2,467）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 有馬温泉 兵庫県 543 2
2 城崎温泉 兵庫県 534 1
3 道後温泉 愛媛県 367 3
4 登別温泉 北海道 290 5
5 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ
温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 278 7

中国・四国居住者（ｎ＝825）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 道後温泉 愛媛県 221 1
2 別府温泉郷 大分県 153 2
3 黒川温泉 熊本県 148 6
4 城崎温泉 兵庫県 135 7
4  玉造温泉 島根県 135 4

九州・沖縄居住者（ｎ＝1,701）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 黒川温泉 熊本県 604 1
2 嬉野温泉 佐賀県 446 2
3 由布院温泉 大分県 343 4
4 別府温泉郷 大分県 339 3
5 雲仙温泉 長崎県 266 5

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 2470 2 扌

2 草津温泉 群馬県 2446 1 ➡

3 登別温泉 北海道 1696 3 ➡

4 道後温泉 愛媛県 1582 4 ➡

5 別府温泉郷 大分県 1429 5 ➡

6 黒川温泉 熊本県 1387 7 扌

7 有馬温泉 兵庫県 1315 6 ➡

8 熱海温泉 静岡県 1268 8 ➡

9 由布院温泉 大分県 1191 9 ➡

10 下呂温泉 岐阜県 1139 10 ➡

11 城崎温泉 兵庫県 1052 11 ➡

12 乳頭温泉郷 秋田県 969 12 ➡

13 指宿温泉 鹿児島県 853 15 扌

14 奥飛騨温泉郷 岐阜県 811 14 ➡

15 和倉温泉 石川県 806 17 扌

16 鬼怒川温泉 栃木県 760 13 ➡

17 蔵王温泉 山形県 743 16 ➡

18 嬉野温泉 佐賀県 716 25 扌

19 加賀温泉郷 石川県 701 21 扌

20 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉

青森県 689 19 ➡

21 洞爺湖温泉 北海道 657 18 ➡

22 玉造温泉 島根県 641 24 扌

23 伊香保温泉 群馬県 635 19 ➡

24 定山渓温泉 北海道 627 22 ➡

25 阿寒湖温泉 北海道 612 23 ➡

26 雲仙温泉 長崎県 594 28 扌

27 霧島温泉
（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）

鹿児島県 589 29 扌

28 万座温泉 群馬県 579 27 ➡

29 秋保温泉 宮城県 519 31 扌

30 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 516 30 ➡

31 湯の川温泉 北海道 513 26 ➡

32 銀山温泉 山形県 495 33 扌

33 飛騨高山温泉 岐阜県 477 34 扌

34 湯河原温泉 神奈川県 474 35 扌

35 層雲峡温泉 北海道 461 32 ➡

36 白浜温泉 和歌山県 449 38 扌

37 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 406 43 扌

38 修善寺温泉 静岡県 404 40 扌

39 ニセコ温泉郷 北海道 392 42 扌

40 那須温泉 栃木県 365 37 ➡

41 四万温泉 群馬県 348 39 ➡

42 鳴子温泉郷 宮城県 347 36 ➡

43 白骨温泉 長野県 345 41 ➡

44 花巻温泉郷 岩手県 329 45 扌

45 あわら温泉 福井県 325 48 扌

46 十勝川温泉 北海道 318 44 ➡

47 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 313 49 扌

48 三朝温泉 鳥取県 310 46 ➡

49 宇奈月温泉 富山県 304 47 ➡

50 みなかみ18湯
（水上温泉郷・猿ケ京温泉・
法師温泉・宝川温泉）

群馬県 303 57 扌
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全国温泉地1年間の
訪問経験
ランキングベスト30
最近1年間に「行ったことがある温泉地」

（最近1年間＝2021年8月頃〜2022年8月頃までを指す）
（ｎ＝13,296）

今
年
も
首
位
が
入
れ
替
わ
り
、

僅
差
で
箱
根
が
1
位
を
奪
還

　こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
温
泉

地
の
う
ち
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温

泉
地
に
つ
い
て
尋
ね
る
「
全
国
人
気
温
泉

地
ラ
ン
キ
ン
グ
」。
前
回
は
調
査
開
始
以
来

初
め
て
首
位
に
変
動
が
あ
っ
た
が
、
今
回

は
１
位
と
２
位
が
再
び
入
れ
替
わ
り
、箱
根

温
泉
が
2
年
ぶ
り
に
ト
ッ
プ
に
返
り
咲
い

た
。
そ
の
差
は
僅
か
24
票
。
箱
根
温
泉
の

他
に
は
6
位
の
黒
川
温
泉
が
1
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
。
50
位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
も
順
位
に
変

動
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
み
な

か
み
18
湯
（
＋
７
ラ
ン
ク
）が
50
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
。
そ
の
他
に
大
き
く
順
位
を
上
げ

た
温
泉
地
と
し
て
は
18
位
の
嬉
野
温
泉

（
＋
７
ラ
ン
ク
）、
37
位
の
淡
路
島
の
温
泉

（
＋
６
ラ
ン
ク
）が
あ
る
。
居
住
地
別
で
は

東
北
居
住
者
の
4
位
に
草
津
温
泉
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
（
＋
2
ラ
ン
ク
）、年
代
別
で
は

40
代
の
1
位
が
昨
年
の
草
津
温
泉
か
ら
箱

根
温
泉
へ
と
入
れ
替
わ
る
な
ど
属
性
別
で

の
変
動
が
見
ら
れ
た
。

 

「 

全
国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン

キ
ン
グ
」の
1
位
も
獲
得
し
た
箱
根
温
泉
は

昨
年
３
月
か
ら
大
涌
谷
自
然
研
究
路
の
入

場
を
条
件
付
き
で
再
開
。
渋
滞
回
避
策
と

し
て
「
大
涌
谷
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」に
続
き

「
芦
ノ
湖
パ
ー
ク
＆
シ
ッ
プ
」を
導
入
、人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
楽
し
め
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
き
た
。
他
の
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
は
14
位
の
嬉
野
温
泉
（
＋
６
ラ
ン
ク
）

と
21
位
の
由
布
院
温
泉
、
25
位
の
み
な
か

み
18
湯
、29
位
の
志
摩
の
温
泉
（
各
＋
５
ラ

ン
ク
）な
ど
。
こ
の
う
ち
嬉
野
温
泉
、み
な

か
み
18
湯
は
「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」に
加
え
て
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
自
然

を
生
か
し
た
サ
ウ
ナ
併
設
の
宿
が
増
え
て

い
る
み
な
か
み
18
湯
は
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
コ

ン
テ
ン
ツ
や
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
も

集
客
ア
ッ
プ
。
嬉
野
温
泉
は
茶
処
で
あ
る

強
み
を
生
か
し
た
「
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
近
年
話
題
。
地
域
の
資
源
を
文
化
に
昇

華
さ
せ
、
温
泉
地
に
魅
力
を
加
え
る
こ
と

で
人
を
呼
ぶ
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
後
ほ
ど
詳
し
く
掘
り
下
げ
て
い
く
。

「もう一度行ってみたい」温泉地を属性別で見ると

年代別ベスト5
50代（ｎ＝4,488）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 草津温泉 群馬県 844 1
2 箱根温泉 神奈川県 818 2
3 登別温泉 北海道 627 3
4 道後温泉 愛媛県 600 4
5 別府温泉郷 大分県 502 5

20代（ｎ＝631）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 153 1
2 熱海温泉 静岡県 129 3
3 草津温泉 群馬県 126 2
4 下呂温泉 岐阜県 77 4
5 道後温泉 愛媛県 59 7

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 1479 1 ➡

2 熱海温泉 静岡県 973 2 ➡

3 草津温泉 群馬県 944 3 ➡

4 鬼怒川温泉 栃木県 722 4 ➡

5 下呂温泉 岐阜県 681 5 ➡

6 別府温泉郷 大分県 641 9 扌

7 有馬温泉 兵庫県 631 7 ➡

8 伊香保温泉 群馬県 614 8 ➡

9 伊東温泉・
宇佐美温泉

静岡県 585 10 扌

10 那須温泉 栃木県 580 6 ➡

11 湯河原温泉 神奈川県 573 11 ➡

12 道後温泉 愛媛県 538 12 ➡

13 登別温泉 北海道 481 13 ➡

14 嬉野温泉 佐賀県 450 20 扌

15 奥飛騨温泉郷 岐阜県 448 15 ➡

16 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ
温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 441 17 扌

17 定山渓温泉 北海道 405 14 ➡

18 城崎温泉 兵庫県 402 19 扌

19 塩原温泉 栃木県 399 18 ➡

20 飛騨高山温泉 岐阜県 393 24 扌

21 由布院温泉 大分県 391 26 扌

22 秋保温泉 宮城県 387 23 扌

23 鳥羽温泉郷 三重県 386 22 ➡

24 伊豆長岡温泉 静岡県 375 28 扌

25 みなかみ18湯
（水上温泉郷・猿ケ京温泉・
法師温泉・宝川温泉）

群馬県 373 30 扌

26 黒川温泉 熊本県 362 27 扌

27 加賀温泉郷 石川県 357 21 ➡

28 洞爺湖温泉 北海道 343 16 ➡

29 志摩の温泉 三重県 328 34 扌

30 白浜温泉 和歌山県 323 25 ➡

60代（ｎ＝3,198）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 草津温泉 群馬県 625 1
2 箱根温泉 神奈川県 574 2
3 登別温泉 北海道 454 3
4 道後温泉 愛媛県 400 4
5 別府温泉郷 大分県 358 5

30代（ｎ＝1,282）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 289 1
2 草津温泉 群馬県 234 2
3 別府温泉郷 大分県 156 9
4 熱海温泉 静岡県 149 4
5 黒川温泉 熊本県 129 5

40代（ｎ＝2,845）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年
順位

1 箱根温泉 神奈川県 502 2
2 草津温泉 群馬県 474 1
3 登別温泉 北海道 363 4
4 黒川温泉 熊本県 325 5
5 道後温泉 愛媛県 324 3
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「
満
足
度
」「
あ
こ
が
れ
」、

新
設
の「
お
す
す
め
穴
場
温
泉
地
」も
チ
ェ
ッ
ク

全国あこがれ温泉地
ランキングベスト30
まだ行ったことはないが
「一度は行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで） （ｎ＝13,370）

全国温泉地満足度
ランキング・
総合部門ベスト30
最近1年間の訪問者数が100人以上

（136数温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 2348 1 ➡

2 草津温泉 群馬県 2072 2 ➡

3 銀山温泉 山形県 1943 4 扌

4 道後温泉 愛媛県 1685 5 扌

5 由布院温泉 大分県 1636 3 ➡

6 登別温泉 北海道 1612 6 ➡

7 有馬温泉 兵庫県 1420 8 扌

8 下呂温泉 岐阜県 1296 7 ➡

9 箱根温泉 神奈川県 1272 9 ➡

10 黒川温泉 熊本県 1206 12 扌

11 熱海温泉 静岡県 1161 13 扌

12 別府温泉郷 大分県 1124 10 ➡

13 指宿温泉 鹿児島県 1090 11 ➡

14 八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉

青森県 1022 14 ➡

15 鬼怒川温泉 栃木県 868 15 ➡

16 加賀温泉郷 石川県 725 16 ➡

17 奥入瀬渓流温泉・
十和田湖畔温泉

青森県 700 18 扌

18 洞爺湖温泉 北海道 672 17 ➡

19 蔵王温泉 山形県 661 19 ➡

20 ニセコ温泉郷 北海道 631 20 ➡

21 伊香保温泉 群馬県 598 21 ➡

22 和倉温泉 石川県 565 22 ➡

23 城崎温泉 兵庫県 517 23 ➡

24 白骨温泉 長野県 425 24 ➡

25 宇奈月温泉 富山県 419 28 扌

26 黒部峡谷温泉群 富山県 404 26 ➡

27 阿寒湖温泉 北海道 399 25 ➡

28 秋保温泉 宮城県 391 31 扌

29 玉造温泉 島根県 380 30 扌

30 雲仙温泉 長崎県 377 27 ➡

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 奥飛騨温泉郷 岐阜県 95.8 448 

2 乳頭温泉郷 秋田県 94.8 212 

3 登別温泉 北海道 94.4 481 

3 万座温泉 群馬県 94.4 251 

5 由布院温泉 大分県 94.1 391 

6 瀬波温泉 新潟県 94.0 116 

7 別府温泉郷 大分県 93.8 641 

7 霧島温泉
（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）

鹿児島県 93.8 292 

9 高湯温泉 福島県 93.0 114 

10 城崎温泉 兵庫県 92.8 402 

11 玉造温泉 島根県 92.5 307 

12 八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉

青森県 92.1 164 

13 黒川温泉 熊本県 92.0 362 

14 草津温泉 群馬県 91.9 944 

15 山鹿・平山温泉 熊本県 91.8 293 

16 湯西川温泉 栃木県 91.3 173 

16 箱根温泉 神奈川県 91.3 1479 

16 大歩危・
祖谷周辺の温泉

徳島県 91.3 126 

19 日光湯元温泉 栃木県 91.1 303 

19 飛騨高山温泉 岐阜県 91.1 393 

19 久住温泉 大分県 91.1 101 

22 わいた温泉郷 熊本県 90.9 121 

23 月岡温泉 新潟県 90.8 130 

23 有馬温泉 兵庫県 90.8 631 

25 洞爺湖温泉 北海道 90.7 343 

26 銀山温泉 山形県 90.5 148 

26 淡路島の温泉
（洲本温泉・南あわじ温泉郷・岩屋温泉）

兵庫県 90.5 441 

28 雲仙温泉 長崎県 90.4 249 

29 夕日ヶ浦温泉 京都府 90.3 165 

30 ニセコ温泉郷 北海道 90.2 205 

根
強
い
人
気
の
あ
こ
が
れ
温
泉
地

満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
常
連
あ
り

　ま
だ
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
一
度
は
行

っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋
ね
る
「
全
国
あ

こ
が
れ
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
乳
頭
温

泉
郷
が
４
年
連
続
で
１
位
を
獲
得
。
以
下

20
位
ま
で
の
間
で
顔
ぶ
れ
に
変
わ
り
は
な

い
が
、
黒
川
温
泉
が
2
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し

て
10
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
30
位
ま
で

で
上
昇
が
目
立
っ
た
温
泉
地
は
25
位
の
宇

奈
月
温
泉
（
＋
３
ラ
ン
ク
）。
２
位
の
草
津

温
泉
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
だ
が
、
３
位
の

銀
山
温
泉
は
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
し
一
昨
年

５
位
、昨
年
４
位
、今
回
は
３
位
を
獲
得
。

　「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」総

合
部
門
で
は
、奥
飛
驒
温
泉
郷
が
３
年
ぶ
り

に
１
位
を
獲
得
し
た
。
毎
年
顔
ぶ
れ
や
ラ

ン
キ
ン
グ
が
大
き
く
変
動
す
る
ラ
ン
キ
ン

グ
だ
が
、乳
頭
温
泉
郷
、万
座
温
泉
、別
府

温
泉
郷
、
霧
島
温
泉
は
昨
年
同
様
ト
ッ
プ

10
入
り
。「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
」で
大
き
な
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
見
せ
た
淡

路
島
の
温
泉
が
、
満
足
度
総
合
部
門
で
26

位
。
四
季
折
々
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
が
あ
り
、

そ
れ
を
生
か
し
た
多
彩
な
グ
ル
メ
が
楽
し

め
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
温
泉
地
。
宿
泊

施
設
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

接
客
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
実

際
に
「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」の

「
全
国
既
婚
子
ど
も
あ
り
」で
は
前
回
45
位

6



新設！おすすめしたい
穴場温泉地
ランキングベスト30 
これまで行ったことがある温泉地に対して

「おすすめしたい穴場温泉地」の推奨率
（複数回答5つまで）（ｎ＝13,296）
※推奨率（％）＝おすすめしたい穴場温泉地の投票数÷
訪問経験がある 温泉地の投票数

秘湯部門ベスト10
最近1年間の訪問者数が50人以上100人未満

（80数温泉地）

※満足度＝「とても満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」の
　うち、「とても満足」「やや満足」と答えた人の割合を合わせて算出

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 十勝岳温泉 北海道 96.1 51 

1 乗鞍高原温泉 長野県 96.1 76 

3 黒部峡谷温泉群 富山県 94.6 56 

4 白骨温泉 長野県 91.9 86 

5 秋田八幡平温泉郷 秋田県 91.7 72 

6 旭岳温泉・天人峡温泉 北海道 90.5 84 

6 天城湯ヶ島温泉郷 静岡県 90.5 84 

8 小田・田の原・満願寺温泉 熊本県 90.2 92 

8 長湯温泉 大分県 90.2 92 

10 人吉温泉 熊本県 90.0 90 

か
ら
今
回
38
位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
し
て

い
る
。

 

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」秘
湯

部
門
で
は
十
勝
岳
温
泉
が
1
位
。
こ
ち
ら

も
乗
鞍
高
原
温
泉
、秋
田
八
幡
平
温
泉
郷
、

小
田･

田
の
原
・
満
願
寺
温
泉
と
と
も
に
昨

年
同
様
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

　そ
し
て
今
回
よ
り
登
場
し
た
の
が
「
お

す
す
め
し
た
い
穴
場
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
」。「
２
０
２
１
年
度
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅

行
調
査
」に
お
い
て
、居
住
地
別
の
県
内
旅

行
件
数
は
前
年
度
比
か
ら
増
加
。
近
隣
旅

行
の
需
要
は
引
き
続
き
高
く
、
地
元
な
ら

で
は
の
穴
場
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、新
た
な
部
門
と
し
て
新
設
し
た
。
結

果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
ラ
ン
ク

イ
ン
し
な
か
っ
た
温
泉
地
も
多
数
登
場
。

だ
が
1
位
に
輝
い
た
の
は
お
な
じ
み
の
乳

頭
温
泉
郷
。
穴
場
と
呼
ぶ
に
は
有
名
だ
が
、

訪
れ
て
み
れ
ば
そ
の
秘
湯
感
は
圧
倒
的
。

あ
り
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
部
分
は
も
ち
ろ

ん
、
変
わ
っ
て
い
く
部
分
も
大
切
に
と
の

こ
と
で
、「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」「
ブ
ナ
の
森

フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」な
ど
、温
泉
郷
の

７
軒
が
協
力
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
よ
り
湯
め
ぐ
り
に

新
た
な
楽
し
み
方
「
御
湯
印
巡
り
」が
加
わ

り
、ま
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
対
応
。
大

自
然
そ
の
ま
ま
の
非
日
常
感
が
あ
り
な
が

ら
、
実
は
快
適
で
楽
し
み
や
す
い
温
泉
地

と
し
て
静
か
に
進
化
中
だ
。

順位 温泉地名 都道府県 推奨率 集計対象数

1 乳頭温泉郷 秋田県 32.5% 636 

2 山鹿・平山温泉 熊本県 29.2% 311 

3 下風呂・薬研温泉 青森県 26.4% 110 

4 わいた温泉郷 熊本県 25.6% 169 

5 八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉 青森県 25.5% 397 

6 肘折温泉 山形県 25.1% 104 

7 ぬかびら源泉郷 北海道 25.0% 128 

8 濁河温泉 岐阜県 24.5% 100 

9 黒川温泉 熊本県 24.2% 759 

10 高湯温泉 福島県 23.7% 160 

11 長湯温泉 大分県 23.4% 135 

12 松之山温泉 新潟県 23.0% 78 

13 奥飛騨温泉郷 岐阜県 22.7% 641 

14 小安峡温泉・
秋の宮温泉 秋田県 21.8% 87 

15 温泉津温泉 島根県 21.7% 103 

16 夏油高原温泉郷 岩手県 21.5% 88 

17 鈍川温泉 愛媛県 21.2% 60 

18 銀山温泉 山形県 21.0% 284 

19 麒麟山温泉 新潟県 20.6% 28 

20 カルルス温泉 北海道 19.2% 95 

21 白骨温泉 長野県 19.0% 247 

22 龍神温泉 和歌山県 18.9% 122 

23 中ノ沢温泉 福島県 18.5% 46 

23 大峯山洞川温泉 奈良県 18.5% 52 

25 扉温泉 長野県 18.3% 37 

26 大歩危・
祖谷周辺の温泉 徳島県 18.2% 242 

27 白金温泉 北海道 18.0% 132 

27 万座温泉 群馬県 18.0% 443 

29 夕日ヶ浦温泉 京都府 17.9% 200 

29 古湯・熊の川温泉 佐賀県 17.9% 131 

1位  乳頭温泉郷（ｎ＝636）

理由1位 理由2位 理由3位
自然に囲まれて秘境感がある

（83.8％）
泉質がよい（80.5％） 静かな環境でゆっくり

過ごせるから（61.8％）

2位  山鹿･平山温泉（ｎ＝311）

理由1位 理由2位 理由3位
泉質がよい（88.7％） 静かな環境でゆっくり

過ごせるから（58.2％）
自然に囲まれて秘境感がある

（44.1％）

3位  下風呂･薬研温泉（ｎ＝110）

理由1位 理由2位 理由3位
自然に囲まれて秘境感がある

（65.5％）
静かな環境でゆっくり
過ごせるから（60.9％）

泉質がよい（51.8％）

4位  わいた温泉郷（ｎ＝169）

理由1位 理由2位 理由3位
自然に囲まれて秘境感がある

（84.0％）
泉質がよい（73.4％） 静かな環境でゆっくり過ごせ

るから（65.7％）

5位  八甲田･酸ヶ湯温泉（ｎ＝397）

理由1位 理由2位 理由3位
自然に囲まれて秘境感がある

（80.1％）
泉質がよい（75.8％） 静かな環境でゆっくり

過ごせるから（52.1％）

上位5つの温泉地が選ばれた理由とは
（上位5温泉地各選択者：複数回答5つまで）
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当
た
り
前
の
存
在
だ
っ
た
嬉
野
茶 

そ
の
価
値
に
気
づ
き
す
べ
て
が
始
ま
っ
た

　今
で
は
嬉
野
温
泉
を
語
る
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
た
テ
ィ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
。
作
り
手
で
あ
る
茶
農
家
が「
茶

師
」
と
な
り
屋
外
で
振
る
舞
う
「
茶
空
間

体
験
」
な
ど
、
全
国
シ
ェ
ア
２
％
に
も
満

た
な
い
嬉
野
茶
を
そ
の
地
で
存
分
に
堪
能

で
き
る
強
力
コ
ン
テ
ン
ツ
。
し
か
し
そ
れ
に

繋
が
る
き
っ
か
け
は
偶
然
に
始
ま
り
、
し

か
も
そ
の
当
時
は
ま
だ
、
同
じ
地
域
に
い

な
が
ら
小
原
さ
ん
、
北
川
さ
ん
と
も
に
茶

農
家
の
知
り
合
い
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　２
０
１
６
年
に
佐
賀
県
が
有
田
焼
４
０

０
年
の
記
念
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
嬉
野
市
と
し
て
も

肥
前
吉
田
焼
を
メ
イ
ン
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
は
ダ※

イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
な
ど
も
始
ま
っ
て
い
た

時
で
、
あ
る
程
度
の
質
感
の
も
の
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
た
。
食
事
だ
け
で
は
な

く
喫
茶
も
提
供
し
た
い
。
そ
れ
で
は
嬉
野
と

し
て
何
を
ど
の
よ
う
に
披
露
し
て
い
く
か
。

　嬉
野
は
茶
処
で
あ
る
が
、
コ
ー
ヒ
ー
は

有
料
で
出
し
な
が
ら
も
日
本
茶
に
つ
い
て

は
一
部
の
旅
館
等
を
除
き
す
べ
て
無
料
。

つ
ま
り
観
光
客
に
と
っ
て
は
タ
ダ
で
飲
め

て
当
た
り
前
の
存
在
だ
っ
た
。

  

「
し
か
し
観
光
業
界
に
い
る
我
々
が
仕
事

で
東
京
に
行
け
ば
、
そ
こ
で
は
コ
ー
ヒ
ー

が
１
杯
２
０
０
０
円
、
場
合
に
よ
っ
て
は

３
０
０
０
円
で
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

価
格
を
付
け
る
こ
と
で
嬉
野
茶
の
価
値
を

伝
え
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
北
川
さ
ん
）。

　そ
れ
ま
で
の
茶
農
家
の
イ
ベ
ン
ト
と
言

え
ば
、
道
の
駅
か
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
で
、
お
茶
を
１
杯
無
料
で
配
っ
た
り
、

茶
葉
を
１
０
０
０
円
で
袋
に
詰
め
放
題
で

き
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。
茶
農

家
の
中
か
ら
も
最
初
は
反
発
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
１
杯
８
０
０
円
も
取
っ
て
売
れ
る

わ
け
が
な
い
」と
。

　イ
ベ
ン
ト
は
「
嬉
野
茶
寮
」
と
銘
打
っ

て
和
多
屋
別
荘
内
の
バ
ー
を
会
場
に
３
日

間
開
催
。
白
い
上
下
の
コ
ッ
ク
コ
ー
ト
に

身
を
包
ん
だ
茶
農
家
た
ち
が
、
自
ら
栽
培

し
た
茶
葉
を
丁
寧
に
淹
れ
て
提
供
。
日
を

追
う
ご
と
に
盛
況
と
な
り
、
３
日
目
に
は

20
席
が
６
回
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

  「
８
０
０
円
も
す
る
の
？ 

と
か
、
高
い
と

か
、
実
際
に
飲
ま
れ
た
方
は
ど
な
た
も
お

っ
し
ゃ
ら
な
い
。
１
日
６
回
転
、
こ
の
実

績
は
続
け
て
い
く
意
味
が
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
」（
小
原
さ
ん
）。

地
域
の
抱
え
る
課
題
を 

地
域
の
文
化
で
解
決
し
て
い
く

  

「
温
泉
１
３
０
０
年
、
嬉
野
茶
５
０
０
年
、

肥
前
吉
田
焼
４
０
０
年
。
こ
の
３
つ
の
文

化
の
上
に
、
嬉
野
の
生
活
と
い
う
も
の
が

成
り
立
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
産
業
で
は
課
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
自
分
が
携
わ
っ
て
い
る
文
化
に
誇
り

を
持
っ
て
営
ん
で
い
る
。
た
だ
、
業
界
同

士
の
横
の
繋
が
り
も
な
か
っ
た
の
で
、
地

お
茶
、焼
物
、温
泉

地
域
が
誇
る
３
つ
の
文
化
を

次
の
世
代
や
旅
行
者
へ

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か

嬉
野
温
泉（
佐
賀
県
）の
挑
戦

旅館大村屋 北川健太さん（左）  和多屋別荘 小原嘉元さん（右） 。
旅の中身やツーリストリテラシーが変わってきているので、感度を高くし
て訪れる人を迎える必要性を感じているという

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
、
全
国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験

ラ
ン
キ
ン
グ
で
前
回
よ
り
も
大
き
く
ラ
ン
ク
UP
を
し
た
嬉
野
温
泉
。

美
肌
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
話
題
を

呼
ん
で
い
る
の
が
新
た
な
楽
し
み
方「
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

取
り
組
み
を
牽
引
す
る
旅
館
大
村
屋
　
北
川
健
太
さ
ん
、

和
多
屋
別
荘
　
小
原
嘉
元
さ
ん
の
お
２
人
に
、

地
域
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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茶輪（サイクリング） お茶ボトルが
付いたレンタサイクル。複数の生産者のお茶から、好みのもの
を選ぶことができる
歩茶（ほちゃ） 温泉や観光地を歩
きながら飲めるテイクアウトティ
ー。最後の一滴まで飲み干したく
なる奥深い味わい。今回のランキ
ングで嬉野温泉についてのコメン
トには「お茶」の文字が目立ったが、
このように手軽に楽しめるものが、
感動レベルのおいしさを提供して
いることから納得

域
の
文
化
に
関
わ
る
課
題
と
い
う
も
の
が

見
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」（
小
原
さ
ん
）。

　嬉
野
の
茶
農
家
は
規
模
が
小
さ
く
、
生

産
、
加
工
な
ど
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
つ
ま
り
農
家
の
個
性
を

生
か
す
お
茶
作
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。
と
こ
ろ
が
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

に
９
０
０
人
い
た
茶
農
家
が
今
で
は
３
０

０
名
以
下
に
減
少
。
そ
れ
は
ず
ば
り
儲
か

ら
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

  

「
た
だ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

我
々
も
嬉
野
茶
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原

石
の
よ
う
な
も
の
が
目
の
前
に
あ
っ
た
の

に
、な
ぜ
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
」

（
北
川
さ
ん
）。

　嬉
野
茶
寮
と
し
て
そ
の
後
も
春
夏
秋
冬

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
で
も
せ
っ
か
く
な

ら
イ
ベ
ン
ト
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
嬉
野

茶
の
お
い
し
さ
を
通
年
味
わ
え
る
町
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら「
嬉う

れ
し

野の

茶ち
ゃ

時ど
き

」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
現
在
の

コ
ン
テ
ン
ツ
「
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
落

ち
着
い
た
。

　地
元
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
茶
を
お
い

し
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
温
泉
地
、
嬉

野
。
温
泉
以
外
の
楽
し
み
方
が
確
立
す
る

と
、
嬉
野
茶
を
取
り
巻
く
環
境
が
に
わ
か

に
活
気
づ
い
て
く
る
。
商
店
街
の
お
菓
子

屋
さ
ん
に
嬉
野
茶
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
た
り
、
旅
館
の
中
に
お
い
し
い
お
茶

を
有
料
で
提
供
す
る
場
所
が
で
き
た
り
、

嬉
野
茶
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
が
始
ま
っ
た
り
。
旅
館
の
中
に
、
茶

農
家
が
自
ら
の
本
店
を
構
え
て
い
る
、
と

い
う
の
も
嬉
野
な
ら
で
は
の
構
図
だ
ろ
う
。

地
域
文
化
の
発
表
の
場
と
し
て 

宿
泊
施
設
は
最
高
の
舞
台

　テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
も
、
メ
デ

ィ
ア
な
ど
で
目
に
す
る
機
会
が
多
い
の
は

茶
畑
の
中
で
味
わ
う
「
茶
空
間
体
験
」。
２

０
１
７
年
に
副
島
園
の
茶
畑
に
作
ら
れ
た

天
茶
台
を
は
じ
め
、
現
在
３
カ
所
の
茶
空

間
が
点
在
し
て
い
る
。
１
名
に
付
き
１
万

５
０
０
０
円
。
３
杯
（
３
種
）の
お
茶
と
２

種
の
お
茶
菓
子
が
提
供
さ
れ
る
。
お
茶
だ

け
で
単
純
に
計
算
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
１

杯
５
０
０
０
円
の
価
値
を
持
つ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
茶
空
間
は
３
軒
と
も
異
な
る

茶
農
家
が
所
有
す
る
茶
畑
の
中
に
あ
る
が
、

茶
師
、
茶
空
間
と
も
に
、
ゲ
ス
ト
は
自
由

に
指
名
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
お

茶
を
ど
の
よ
う
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
か
。

茶
師
の
方
も
、
合
わ
せ
る
お
茶
菓
子
を
含

め
て
最
高
の
も
て
な
し
を
心
が
け
て
臨
む

こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊
施
設
は

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
時
で
も
、
茶
空
間

体
験
は
減
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
増
加
。
中
に

茶空間体験  茶畑の中にある3カ所の茶空間のいずれかで体
験できる、茶師（茶農家）によるティーセレモニー。3杯（3種）の
お茶と2種のお菓子は、茶師がその都度考えて提供。器はもち
ろん肥前吉田焼（4月〜6月の農繁期はTea tourismコンシェル
ジュが茶師を務める）
茶泊  宿泊のゲスト1組に対して、1名のティーバトラーが付き、
滞在中のお茶の世話（ウェルカムティーから、ティーペアリング
ディナー、茶空間体験など）すべてを担う

Tea tourism
ティーツーリズム

嬉野茶時によるコンテンツ。嬉野茶時は、旅館経営者、茶農家、
肥前吉田焼生産者、酪農家ほか異業種が融合したプロジェク
ト。ティーツーリズムでは以下の4つを実施。

茶空間体験の場
❶茶塔（2019年4月〜）
❷杜の茶室 （2018年4月〜）
❸天茶台（2017年3月〜）

※ダイニングアウト　期間限定で開催されるプレミアムな屋外レストラン

❸

❷

❶

9 March  2023



は
３
カ
所
す
べ
て
の
茶
空
間
を
経
験
し
た

人
も
い
る
と
い
う
。

  

「
１
杯
５
０
０
０
円
の
お
茶
を
、
農
業
や

生
産
者
た
ち
を
守
る
た
め
に
払
っ
て
く
だ

さ
い
と
言
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
引
か
れ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
の
味
わ
い
や
空
間

の
価
値
を
認
め
て
払
っ
て
く
だ
さ
る
。
結

果
と
し
て
、
そ
の
５
０
０
０
円
で
新
し
い

機
械
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
効
率
化
が

図
れ
る
。
今
ま
で
は
担
え
な
か
っ
た
面
積

で
の
栽
培
が
可
能
に
な
り
、
雇
用
を
増
や

せ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
還
元
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
す
」（
小
原
さ
ん
）。

　テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
屋
外
で
の
茶

空
間
体
験
の
他
、
宿
泊
滞
在
中
の
お
茶
の

世
話
を
テ
ィ
ー
バ
ト
ラ
ー
が
担
う「
茶
泊
」

も
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
旅
館
内
な
ど
で

嬉
野
茶
を
味
わ
え
る
機
会
が
増
え
て
き
て

い
る
。

  

「
地
域
に
は
色
々
な
産
業
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場

と
し
て
、
旅
館
は
理
想
的
な
舞
台
。
こ
れ

ま
で
の
考
え
方
だ
っ
た
ら
、
い
か
に
安
く

お
茶
を
仕
入
れ
る
か
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、

今
で
は
い
か
に
本
質
的
に
お
い
し
い
お
茶

を
、
そ
の
価
値
を
感
じ
て
飲
ん
で
い
た
だ

け
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
識
が
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
資
源
を
最
大
化

し
て
提
供
で
き
る
機
能
が
宿
泊
施
設
に
は

あ
る
と
気
づ
き
、
こ
の
６
年
間
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
機
会

で
開
放
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
北
川
さ
ん
）。

ク
オ
リ
テ
ィ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

大
切
さ
を
共
有
す
る

　我
々
が
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

触
れ
る
時
、
目
に
入
っ
て
く
る
の
は
、

清
々
し
く
、
美
し
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

神
々
し
い
と
い
う
表
現
も
当
て
は
ま
る
よ

う
な
非
日
常
感
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
。

日
本
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
が
得
意
で
は
な

い
と
言
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
は
な
く
、
基
本
、
手
弁
当
で
始
ま
っ

た
集
ま
り
に
お
い
て
、
年
月
が
経
つ
中
で

も
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
担
保
し
つ
づ

け
る
秘
訣
は
何
だ
ろ
う
か
。

  

「
ま
ず
最
初
に
イ
メ
ー
ジ
ブ
ッ
ク
を
作
り

ま
し
た
。
写
真
と
い
う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
使

っ
て
、
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
以
下
に
は
し
な

い
、
と
い
う
基
準
を
見
せ
た
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
初
め
は
手
元
に
は
実
態
が
何
も
な

い
の
で
、
京
都
の
名
刹
の
茶
室
と
外
資
系

有
名
ホ
テ
ル
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
写
真
を

並
べ
て
、
嬉
野
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
や

ろ
う
と
示
し
ま
し
た
。
中
身
の
ワ
イ
ン
は

お
茶
に
代
わ
り
ま
す
が
」（
小
原
さ
ん
）。

　ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
共
通
言
語
と
し
て
共
有

す
る
。
す
る
と
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

際
な
ど
「
テ
ー
ブ
ル
に
は
何
も
置
か
な
い

方
が
い
い
」「
こ
の
場
合
は
テ
ー
ブ
ル
に
お

盆
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
器
を
並
べ
た
方

が
い
い
の
で
は
」
な
ど
、
茶
師
で
あ
る
生

産
者
た
ち
か
ら
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
時
に
は
「
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な

の
に
照
明
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
か
？
」
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
ほ
ど
。
最
初
の
嬉
野

茶
寮
の
段
階
で
も
、
８
０
０
円
の
お
茶
を

味
わ
う
た
め
に
訪
れ
た
人
が
興
ざ
め
し
な

い
よ
う
、
掃
除
を
し
た
、
し
な
い
の
レ
ベ

ル
で
は
な
く
、
余
計
な
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
に
徹
底
を
し
た
と
い
う
。

 

「
こ
れ
ま
で
は
一
次
産
業
の
農
家
さ
ん
と

し
て
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
会
う
こ
と
も
な

か
な
か
な
か
っ
た
方
た
ち
が
、今
で
は
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
し
て
目
の
前
で
お
茶
を
提
供
し
、

感
想
を
聞
き
、そ
の
価
値
に
対
し
て
お
金
を

払
っ
て
も
ら
え
る
。こ
れ
は
本
当
に
大
き
な

変
化
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
北
川
さ
ん
）。

観
光
客
も
住
む
人
も
惹
き
つ
け
る

街
の
魅
力
の
伝
え
方

　地
域
創
生
を
す
る
ハ
ブ
と
し
て
宿
泊
施

設
を
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
客
が
外
に
出

か
け
る
よ
う
な
仕
組
み
も
作
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
。
今
や
人
気
観
光
地
に
と
っ
て

「
街
の
雰
囲
気
が
よ
い
」と
い
う
の
は
、
必

須
条
件
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

ティーツーリズム以外にも嬉野茶の楽しみ方は色々。その
1つがアルコールとの融合。抽出方法やグラスの形状など
きめ細かなこだわりで、お茶の旨みを生かした繊細な味わ
いを演出。写真は茶農家　副島園による和多屋別荘内の
副島園the BAR

嬉
野
温
泉（
佐
賀
県
）の
挑
戦

10



の
仕
掛
け
の
ひ
と
つ
が
、
北
川
さ
ん
の
旅

館 

大
村
屋
が
発
信
し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連

載
記
事
『
暮
ら
し
観
光
案
内
所
』。
嬉
野
の

エ
リ
ア
を
ひ
と
つ
の
宿
と
捉
え
て
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
は

観
光
客
の
み
な
ら
ず
、
街
の
移
住
者
を
増

や
し
た
い
と
い
う
狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。

  

「
行
政
的
な
区
分
で
分
け
る
と
観
光
と
移

住
は
別
セ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
け
れ
ど
、
観

光
地
と
し
て
は
住
ん
で
い
る
人
が
い
な
け

れ
ば
働
き
手
も
な
く
旅
館
業
も
成
り
立
た

な
く
な
る
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
純
喫

茶
と
か
銭
湯
な
ど
の
昭
和
レ
ト
ロ
な
も
の

を
単
に
古
い
も
の
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
も
の
が
嬉
野
に
は
残
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
は
地
元
の
人
が
行
く

と
こ
ろ
な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ネ
ッ
ト
の
ク

チ
コ
ミ
に
残
る
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
い
わ
ゆ
る
エ
モ
い
部
分
を
『
暮
ら

し
観
光
案
内
所
』
で
は
内
側
か
ら
見
せ
て

い
ま
す
。
従
業
員
を
募
集
す
る
時
に
、
会

社
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
嬉
野
の
よ
う
な
地
方
の
街

で
働
く
こ
と
は
移
住
に
な
る
の
で
、
周
り

の
情
報
が
あ
れ
ば
安
心
し
て
応
募
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

こ
の
連
載
記
事
を
始
め
て
１
年
半
。
新
年

度
か
ら
の
新
卒
者
を
含
め
て
、
こ
の
１
年

間
で
20
代
の
人
材
を
12
名
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
９
名
が

こ
の
W
E
B
の
記
事
を
読
ん
だ
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
し
て
僕
自
身
も
記
事
で

顔
を
出
し
て
い
る
の
で
、『
温
泉
湯
豆
腐
を

食
べ
て
い
た
人
で
し
ょ
？
』
な
ん
て
他
の

宿
の
お
客
さ
ま
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
」（
北
川
さ
ん
）。

　入
社
初
日
、
社
長
で
あ
る
北
川
さ
ん
は

新
入
社
員
と
３
時
間
ほ
ど
街
歩
き
を
し
、

地
元
の
人
に
も
紹
介
を
す
る
。
小
原
さ
ん

の
和
多
屋
別
荘
で
は
入
社
式
後
に
新
入
社

員
を
茶
畑
へ
連
れ
て
行
き
、
天
茶
台
で
お

茶
を
飲
む
こ
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。

  

「
以
前
、
旅
館
再
生
事
業
を
手
が
け
て
い

た
時
に
、
経
営
が
傾
い
た
企
業
の
従
業
員

か
ら
聞
か
れ
た
の
が
、
給
料
や
待
遇
で
は

な
く
、
社
長
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て

い
な
い
、
褒
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
不

満
で
し
た
。
朝
礼
で
喋
っ
て
い
る
、
と
い
う

人
も
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
に
は
相
手
を
労

う
と
い
う
部
分
が
な
い
。お
互
い
に
褒
め
合

う
と
い
う
温
か
み
の
あ
る
文
化
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
小
原

さ
ん
）。

　ま
ち
づ
く
り
と
は
ま
さ
に
人
あ
っ
て
の

も
の
な
の
だ
。

ひ
と
つ
の
形
を
作
り
上
げ
、 

こ
の
先
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
か

　茶
師
が
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
、
茶
農
家

の
屋
号
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
嬉
野

温
泉
。
街
の
魅
力
も
伝
え
る
こ
と
で
、
観

光
を
担
う
働
き
手
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
３

つ
の
文
化
が
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
紡
い
で

い
く
た
め
に
は
、
何
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
現

在
２
カ
所
で
提
供
し
て
い
る
「
歩
茶
」
の

ス
ポ
ッ
ト
を
、
商
店
街
も
含
め
今
後
は
10

カ
所
程
度
増
や
し
て
い
く
。
テ
ィ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
参
加
し
た
い
と
い
う
宿
も
出
て

き
て
い
る
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い

状
態
が
少
し
落
ち
着
き
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

増
加
や
運
営
組
織
の
拡
大
も
想
定
さ
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
場
合
で
も
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
は
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

  

「
多
様
化
し
た
時
代
の
中
で
、
１
週
間
前

と
ぴ
っ
た
り
ズ
レ
な
い
内
容
で
が
ん
ば
ろ

う
と
言
い
続
け
る
の
は
窮
屈
で
し
か
な
い
。

時
間
も
な
い
中
で
は
す
べ
て
が
ト
ラ
イ
ア

ル
。
致
命
傷
に
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
修

正
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
寛
容
さ

で
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
小
原
さ
ん
）。

　活
動
が
広
が
り
を
見
せ
、
ま
た
新
幹
線

駅
の
開
業
で
今
後
大
資
本
の
流
入
も
起
こ

る
だ
ろ
う
。

  「
自
分
た
ち
を
支
え
て
い
る
の
は
温
泉
、

嬉
野
茶
、
肥
前
吉
田
焼
と
い
う
3
つ
の
文

化
。
こ
の
先
、
も
し
ブ
レ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
こ
に
戻
れ
る
と
い
う
安
心
感
が

あ
り
ま
す
」（
北
川
さ
ん
）。

　嬉
野
の
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
さ
ら
に

広
が
り
を
見
せ
た
時
に
は
、
働
き
手
を
確

保
す
る
よ
う
に
、
茶
農
家
の
争
奪
戦
が
起

き
る
に
違
い
な
い
。
北
川
さ
ん
と
小
原
さ

ん
の
、
こ
の
よ
う
な
予
想
が
実
現
す
る
日

に
期
待
し
た
い
。

肥前吉田焼のサステナブルな
取り組み「えくぼとほくろ」
茶畑や茶空間の近くには肥前吉田焼の工場
が点在しており、「えくぼとほくろ」という看板を
見かける。完成した陶芸品にえくぼ（ピンホー
ル）やほくろ（黒点）などがあると商品にならず
これまでは廃棄をしていた。それを「えくぼとほ
くろ」として割安で
販売。茶時メンバ
ーからのアイデア
で現在5軒が参
加。工場見学も行
っている。写真は
副千製陶所
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ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

温
泉
と
の
組
合
せ
は

日
本
な
ら
で
は
の

楽
し
み
方

松
本
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
言
っ
て
も
、
国

ご
と
に
日
本
国
内
の
旅
行
に
求
め
て
い
る

も
の
が
違
い
ま
す（
P
13
表
参
照
）。
こ
の

よ
う
な
傾
向
も
踏
ま
え
て
、
温
泉
を
フ
ッ

ク
に
し
な
が
ら
差
別
化
を
図
り
個
性
を
打

ち
出
し
て
い
く
方
法
を
探
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
言
う

と
、
旅
行
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
注
目
度
が
高
い
で
す
が
、
国
内
で
こ
の

よ
う
な
テ
ー
マ
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
な
温
泉

地
は
あ
り
ま
す
か
？

西
村
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

す
ぐ
に
浮
か
ぶ
の
は
野
沢
温
泉（
長
野
県
）

で
す
。
定
番
中
の
定
番
で
す
が
ス
キ
ー
と

温
泉
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
来
訪
者

が
多
く
、
５
泊
以
上
の
方
も
多
い
。
ス
キ

ー
以
外
に
ハ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
て
、
温
泉

で
は
外
湯
め
ぐ
り
も
楽
し
め
ま
す
。
一
般

的
な
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
温
泉
に

プ
ラ
ス
α
の
何
か
が
な
い
と
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

松
本
　
世
界
に
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
色
々

あ
る
け
れ
ど
、
ス
キ
ー
の
後
に
温
泉
に
入

れ
る
の
は
さ
ら
に
気
持
ち
が
い
い
と
海
外

の
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

西
村
　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
富
士
山
登
山
は
3

割
ぐ
ら
い
が
外
国
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

下
山
後
に
は
麓
の
温
泉
に
入
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
日
本
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

楽
し
み
方
と
し
て
世
界
的
な
流
れ
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
滞
在
時
間
を
延
ば
す
た
め
に
も
温
泉
地

の
近
く
に
何
が
あ
る
の
か
、
ち
ゃ
ん
と
打

ち
出
す
と
い
う
の
は
大
切
で
す
。

松
本
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
少
し
離
れ
て

い
て
も
、こ
の
バ
ス
を
使
え
ば
セ
ッ
ト
で
楽

し
め
る
と
い
う
よ
う
な
情
報
発
信
で
す
ね
。

西
村
　
日
本
人
で
さ
え
も
地
域
の
バ
ス
な

ど
に
な
る
と
、
目
的
地
に
行
け
る
の
か
ど

う
か
わ
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

台
湾
の
人
た
ち
は
「
ア
ク
セ
ス
を
重
視
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
」と
出
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
奥
会
津
を
走
る
只
見
線
は
大
人
気
。

沿
線
に
は
温
泉
が
あ
り
ま
す
が
駅
か
ら
離

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
ア
ク
セ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
に
向
け

温
泉
地
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
る
べ
き
か

「
旅
行
」が
日
常
の
中
に
戻
り
、
温
泉
地
が
再
び
賑
わ
い
を
見
せ
る
昨
今
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が
再
び
寄
せ
る
日
も
近
い
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ど
の
世
界
的
な
流
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

か
つ
て
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
？
座
談
会
か
ら
糸
口
を
探
し
て
み
よ
う
。

西村理恵さん
温泉ライター
 （公財）中央温泉研究所理事  日本温泉地域学会常任理事。　
入湯温泉地数は国内外で1500湯以上。雑誌、テレビ、ラジ
オなどで温泉紹介を続けて30年。「飲んで成分を、入ってpH
を確かめる」を信条に温泉行脚の旅を続ける。研究テーマは

「温泉地の役割」。編著に『ねこ温泉』（マガジンボックス社）

松本百加里
じゃらんリサーチセンター（Ｊ
ＲＣ）研究員。「インバウンド旅
行者の需要創造メカニズム研
究」など、インバウンドに関す
る調査･研究や、「じゃらん人
気温泉地ランキング」を担当

温泉の専門ライター
×

ＪＲＣ研究員による

アイデア
討論座談会
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ス
の
わ
か
り
や
す
さ
は
大
事
に
な
り
ま
す
。

旅
慣
れ
て
日
本
が
好
き
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
地
域
に
足
を
延
ば
す
の
で
、
ア
ク
セ
ス

は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

松
本
　
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
の
人
気
ス

ポ
ッ
ト
を
起
点
と
し
て
案
内
を
す
れ
ば
伝

わ
り
や
す
い
か
も
。
い
き
な
り
県
名
が
出

て
き
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

長
旅
の
途
中
に
ラ
イ
ト
な

湯
治
で
疲
れ
を
癒
や
す

こ
れ
も
ひ
と
つ
の

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

松
本
　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

西
村
　
日
本
に
は
湯
治
が
あ
り
ま
す
が
、

本
格
的
な
湯
治
を
体
験
し
て
い
る
外
国
の

方
っ
て
私
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

一
方
で
、
イ
タ
リ
ア
や
タ
イ
な
ど
海
外
に

は
「
デ※

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
パ
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
の
湯
治
に

近
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で

い
く
つ
か
の
施
設
を
回
り
ま
し
た
が
世
界

中
か
ら
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
3
泊
と

か
7
泊
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
１
０
０

ぐ
ら
い
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
自
由
に

選
ん
で
組
み
合
わ
せ
で
き
る
。
食
事
は
セ

ッ
ト
で
は
な
く
、
自
分
の
好
き
な
物
を
好

き
な
よ
う
に
食
べ
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
在

り
方
は
日
本
の
温
泉
地
の
湯
治
と
似
通
っ

た
滞
在
の
仕
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本

人
で
も
昔
な
が
ら
の
湯
治
を
す
る
人
は
減

っ
て
い
ま
す
が
、
海
外
の
方
に
は
湯
治
的

な
も
の
は
響
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

松
本
　
ラ
イ
ト
に
湯
治
を
楽
し
め
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

西
村
　
湯
治
と
言
っ
て
も
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
に

く
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
風
呂
の
入
り
方

を
教
え
た
り
、
食
事
は
簡
単
に
一
汁
三
菜

と
か
五
菜
に
し
た
り
、
朝
市
で
食
材
を
買

っ
て
き
て
も
ら
っ
て
地
元
の
人
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
作
っ
て
み
た
り
。
　シ
ー
ツ
は

３
泊
ま
で
は
交
換
し
な
い
と
い
う
の
で
も

い
い
。
こ
れ
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
通
じ
ま
す
ね
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

面
で
は
、
海
外
は
温
泉
を
持
っ
て
い
る
施

設
自
体
が
す
ご
く
大
き
い
の
で
そ
の
中
だ

け
で
色
々
と
で
き
ま
す
が
、
日
本
の
温
泉

地
は
成
り
立
ち
自
体
が
違
う
。
そ
う
い
っ

た
も
の
が
な
い
場
合
は
行
政
や
観
光
協
会

な
ど
と
協
力
し
て
、
例
え
ば
棚
田
を
見
に

行
く
と
か
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
色
々
な

宿
が
共
有
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
と
し
て
提
供

し
て
い
く
と
い
う
方
法
は
あ
り
ま
す
ね
。

松
本
　
滞
在
期
間
も
国
に
よ
っ
て
異
な
り

韓
国
は
す
ご
く
短
く
、
そ
の
他
の
ア
ジ
ア

圏
は
１
週
間
ち
ょ
っ
と
。
欧
米
系
は
10
日

〜
２
週
滞
在
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

西
村
　
以
前
、
青
荷
温
泉
（
青
森
県
）で
日

本
を
長
く
旅
行
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
人
夫

婦
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
青
荷
温

泉
に
は
３
泊
滞
在
し
て
い
て
、
仲
良
く
な

っ
た
の
で
色
々
と
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
よ

う
と
提
案
し
た
の
で
す
が
「
私
た
ち
は
こ

こ
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
か
ら
」と
。そ
れ
で

思
っ
た
の
が
日
本
に
長
く
旅
行
し
て
い
る

う
ち
の
何
泊
か
だ
け
湯
治
体
験
し
て
み
る

と
い
う
の
も
あ
る
か
と
。
旅
の
間
に
は
都

会
に
も
行
っ
た
り
と
疲
れ
る
の
で
、
湯
治

で
何
も
せ
ず
に
疲
れ
を
癒
や
す
。

松
本
　
リ
ゾ
ー
ト
で
何
も
せ
ず
に
過
ご
す

の
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

西
村
　
似
て
い
ま
す
。
何
も
し
な
い
、
で

も
プ
ラ
ス
温
泉
が
あ
る
。

松
本
　
派
手
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
が

な
い
温
泉
地
で
も
そ
う
い
う
楽
し
み
方
の

提
案
は
で
き
ま
す
ね
。

西
村

　温
泉
で
癒
や
す
と
言
え
ば
、
以
前
、

台
湾
各
地
の
温
泉
経
営
者
の
方
々
を
草
津

温
泉（
群
馬
県
）に
案
内
し
た
際
、「
時
間
湯
」

に
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
伝
統
的
な
温
泉
の
療
養
法
が
あ
る
の
か

と
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
色
々
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
な
ら
で
は
の
伝

統
的
な
入
浴
法
は
い
い
文
化
体
験
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
タ
リ
ア
の

温
泉
施
設
に
は
ド
ク
タ
ー
が
い
て
療
養
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
す
が

「
日
本
の
温
泉
は
伝
統
と
文
化
が
あ
っ
て

素
晴
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
利
益
の
追
求
だ
け
で
は
な
い
日
本

の
温
泉
の
思
想
に
敬
意
を
持
た
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

松
本
　
日
本
で
は
、
温
泉
は
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

西
村
　
そ
の
特
徴
的
な
も
の
が
共
同
湯
。

世
界
的
に
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

が
大
切
な
概
念
と
し
て
出
て
き
て
い
ま
す

が
、
そ
の
土
地
か
ら
湧
く
温
泉
を
必
要
な

人
に
は
誰
と
で
も
共
有
す
る
と
い
う
在
り

方
が
い
い
。
台
湾
や
韓
国
に
は
共
同
湯
の

あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
知
る

※デスティネーションスパ…疲労回復、リラクゼーション、健康増進を目的とした滞在型スパ
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2020年じゃらんリサーチセンター調べ
インバウンド回復期に向けた
デジタルマーケティング研究より

47都道府県名と宿泊施設関連キーワード
を抽出して共起分析を実施

宿泊施設における
国別傾向調査

アメリカ 
「旅館」「Japanese」などの単語が上位に出
現しており、日本風の旅館が好まれる傾向
や、「old」など古い街並みや古い建築物に
関連する内容も見られる。

イギリス
「荷物」「サービス」などの単語が上位に出現
しており、手荷物配送サービスなど快適に
旅行するためのサービスを重視している傾
向が見られる。「old」など古い街並みや古い
建築物に関連する内容も見られる。

オーストラリア 
「カプセル」「体験」などの単語が上位に出現
しており、カプセルホテルに関する投稿が
見られたほか、温泉や旅館などの日本なら
ではの「体験」に言及した投稿が多く見られ
る。「old」など古い街並みや古い建築物に
関連する内容も見られる。

中国 
「温泉」「日式」などの単語が上位に出現して
おり、日本風の温泉旅館や「和」を感じられ
る滞在が好まれる傾向が見られる。

台湾 
「方便」「便宜」「交通」「温泉」など利便性や
コストパフォーマンスに言及した単語が上
位に出現しており、実用性やアクセスを重
視する傾向が見られる。



限
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
生
活
の
中
で
気

軽
に
温
泉
に
入
れ
る
と
い
う
感
じ
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

松
本
　
料
金
的
な
問
題
で
す
か
？

西
村
　
そ
も
そ
も
日
本
の
よ
う
に
温
泉
施

設
の
数
が
あ
り
ま
せ
ん
。
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン

バ
ー
デ
ン
で
も
温
泉
を
持
っ
て
い
る
ホ
テ

ル
は
１
、
２
軒
で
そ
れ
も
大
変
高
級
な
宿
。

別
の
宿
に
泊
ま
り
な
が
ら
大
規
模
な
浴
場

に
入
り
に
行
く
。
日
本
の
よ
う
に
宿
の
中

に
温
泉
が
あ
っ
て
好
き
な
時
に
入
れ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
日
本
の
共

同
湯
は
お
湯
を
大
切
に
し
て
き
た
文
化
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
場
所
な
の
で
、
そ
う
し
た
成
り
立

ち
を
外
か
ら
利
用
す
る
人
に
も
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
と
日
本
の
温
泉
に
関
す
る
特
徴
と

し
て
、
こ
ん
な
に
泉
質
に
こ
だ
わ
る
国
は

他
に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

分
析
表
は
台
湾
や
韓
国
に
も
貼
っ
て
あ
る

け
れ
ど
日
本
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
し
、
他

の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
以
前
フ
ラ
ン
ス
の
温
泉
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
時
に
、
温
泉
ド
ク
タ
ー
に
泉
質

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
質
問
の
意
味

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
泉

質
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
は
日
本
独
特

の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

松
本
　
日
本
の
温
泉
地
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
豊
富
さ
が
伝
わ
る
と
さ
ら
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
そ
う
。
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化

に
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

西
村
　
新
温
泉
町
（
兵
庫
県
）
で
98
度
の

温
泉
を
入
れ
て
、
自
分
で
使
う
湯
た
ん
ぽ

を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

松
本
　
高
温
の
温
泉
を
使
っ
た
体
験
と
し

て
は
「
地
獄
蒸
し
」
も
面
白
い
食
の
体
験

で
す
よ
ね
。

S
D
G
s
な
旅
を
意
識

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

西
村
　
S
D
G
s
に
つ
い
て
言
う
と
、
日

本
は
海
外
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
で
旅
や
生
活
が
不
自
由

に
な
る
と
思
う
人
が
多
い
と
、
以
前
デ
ー

タ
で
見
か
け
ま
し
た
。
海
外
は
そ
の
逆
で

生
活
が
楽
で
自
由
に
な
る
と
捉
え
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

松
本
　
日
本
の
生
活
は
ベ
ー
ス
が
便
利
な

の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
制
限
が
か
か
る
と

い
う
感
じ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
　
ド
イ
ツ
で
は
10
年
以
上
前
に
は
宿

予
約
で
「
ゲ
イ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
の
表
記

が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
の
と
あ
る
高
級
な

宿
で
も
や
は
り
10
年
前
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ

を
置
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
が
世
界
的
に
進
ん
で
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
旅
を
提
供
す
る
施
設

側
か
ら
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り

組
み
を
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
は
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
霧
島
温
泉
（
鹿
児
島
県
）の

宿
で
は
、
使
え
る
物
は
使
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
ゴ
ミ
を
自
分
た
ち
で
十
何
種
に
も

分
別
し
て
い
ま
す
。

松
本
　
日
本
で
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使

わ
な
い
、
減
ら
す
」
と
い
う
こ
と
を
最
終

目
的
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
海
外

の
場
合
は
「
そ
れ
を
や
る
こ
と
で
誰
に
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
」
と
い
う

こ
と
ま
で
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
減
ら
す
、再
利
用
す
る
こ

と
を
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
捉
え
て
、
地
域

の
小
規
模
事
業
者
に
そ
の
方
法
を
教
え
る

な
ど
。
そ
こ
で
売
り
上
げ
が
上
が
っ
て
地

域
の
経
済
が
循
環
す
る
よ
う
な
仕
組
み
ま

で
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

西
村
　
環
境
を
守
る
こ
と
で
利
益
を
生
み

出
す
図
式
を
作
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し

そ
う
で
す
ね
。
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　食
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
フ
ォ
ア
グ
ラ
が
強
制
給
餌
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

欧
米
で
は
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
ず
に
提
供
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。富

裕
層
へ
の
対
応
や

国
内
と
の
共
存
の
た
め
に

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
は

松
本
　
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
、
色
々
な
課
題
が
出
て
き
ま

し
た
が
、
国
内
と
海
外
の
旅
行
者
を
う
ま

く
共
存
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
温
泉
地
と

し
て
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
？

西
村
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち
の
割
合

が
施
設
内
で
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

松
本
　
宿
に
は
入
浴
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本

に
来
る
前
の
段
階
か
ら
情
報
発
信
を
し
た

方
が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
マ
ナ
ー

と
か
温
泉
文
化
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と
説
明

を
し
て
、
そ
れ
で
も
来
た
い
と
い
う
人
を

受
け
入
れ
る
と
か
。

西
村
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
日
本

人
に
も
説
明
を
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
困
る
と
感
じ
る
の
は
、
個
人
旅
行
者

向
け
の
施
設
で
も
団
体
で
ワ
ー
ッ
と
訪
れ

て
、
ワ
ー
ッ
と
去
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
し

14



ょ
う
か
。

松
本
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
分
散
型
に
し
て

も
ら
っ
て
、
個
人
客
と
中
途
半
端
に
共
有

し
な
い
な
ど
方
法
は
あ
り
そ
う
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
割
合
の
上
限
を
決
め
て
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
宿
も
あ
り
ま

す
し
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
大
浴
場
の
混
雑
状

況
の
可
視
化
な
ど
、
今
後
は
重
要
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族

風
呂
は
ど
う
で
す
か
？

西
村
　
家
族
風
呂
は
本
当
に
人
気
。

松
本
　
た
だ
、
宿
に
よ
っ
て
は
、
家
族
風
呂

の
利
用
は
滞
在
中
、
1
家
族
に
付
き
1
回

と
い
う
制
約
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
構
成
的
に
全
員
一
緒
に
入
れ

な
い
家
族
も
い
ま
す
。特
に
欧
米
系
な
ど
子

ど
も
が
小
さ
い
う
ち
か
ら
異
性
の
親
と
入

浴
し
な
い
国
も
あ
る
。貸
切
風
呂
を
予
約
で

き
る
回
数
を
家
族
の
形
態
に
合
わ
せ
て
調

整
で
き
る
と
い
い
の
で
は
。こ
う
考
え
て
い

く
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
出
て
く

る
こ
と
は
、
日
本
国
内
の
旅
行
者
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

西
村
　
富
裕
層
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け

た
宿
も
こ
れ
か
ら
も
っ
と
出
て
き
ま
す
ね
。

今
で
も
１
泊
10
万
円
、
20
万
円
の
宿
は
多

く
、
し
か
も
流
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宿
に
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
宿
泊
客
か
ら
夕
食
を

夜
９
時
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

ら
対
応
す
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
対

応
が
こ
れ
か
ら
日
本
の
富
裕
層
向
け
旅
館

は
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
る
施
設
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

松
本
　
ア
ッ
パ
ー
層
を
狙
っ
て
い
く
宿
は

料
金
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

日
本
な
ら
で
は
の

温
泉
文
化
と
背
景
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

情
報
発
信

西
村
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
言
え
ば
「
タ
ト

ゥ
ー
」の
問
題
も
あ
り
ま
す
。所
属
し
て
い

る
温
泉
の
学
会
で
タ
ト
ゥ
ー
を
取
り
上
げ

た
時
、
専
門
家
の
方
か
ら
、
パ
ッ
チ
な
ど

で
隠
し
た
ら
入
っ
て
も
い
い
と
い
う
の
は

悪
い
こ
と
を
隠
せ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
。
入
浴
で
き
る
か
ど
う

か
は
そ
の
施
設
ご
と
の
決
ま
り
な
の
で
、

ダ
メ
な
ら
ダ
メ
と
言
っ
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
訪
れ
た
海
外

の
方
が
ど
の
よ
う
に
思
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
。箱
根
の
日
帰
り
温
泉
施
設
で「
タ

ト
ゥ
ー
を
入
れ
て
い
て
も
1
人
の
場
合
は

Ｏ
Ｋ
。
で
も
複
数
で
の
入
浴
は
お
断
り
し

ま
す
。
何
人
か
で
集
ま
っ
て
騒
が
ず
1
人

で
静
か
に
入
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
趣
旨

の
貼
り
紙
を
見
か
け
ま
し
た
。

松
本
　
こ
の
場
合
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
情
報
を
掲
載
し
て
お
く
こ
と
で
理
解

を
得
ら
れ
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　入
浴
方
法
で
言
う
と
、
湯
あ
み
着
は
今

後
も
っ
と
浸
透
し
て
い
く
で
し
ょ
う
か
？

最
近
は
、
混
浴
露
天
で
男
女
と
も
に
湯
あ

み
着
着
用
の
と
こ
ろ
も
見
か
け
ま
す
。
海

外
の
温
泉
だ
と
水
着
を
着
て
入
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
感
覚
で
し
ょ
う

か
？ 

同
性
同
士
で
も
裸
で
入
浴
す
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
人
や
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
人
に
と
っ
て
湯
あ
み
着
は
役
に

立
つ
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

西
村
　
以
前
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
子
学
生

に
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
、
同
性
同
士
で

も
裸
で
一
緒
に
お
風
呂
に
入
る
の

は
恥
ず
か
し
い
、
混
浴
な
ど
と
ん

で
も
な
い
と
。
一
方
ド
イ
ツ
で
は
、

真
っ
裸
の
混
浴
エ
リ
ア
を
持
つ
ス

パ
施
設
を
い
く
つ
か
見
学
し
ま
し

た
。
雰
囲
気
と
し
て
は
ヌ
ー
デ
ィ

ス
ト
ビ
ー
チ
の
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ
で

は
、
丘
陵
地
帯
に
湧
く
野
湯
の
周

り
で
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
水

着
を
来
て
混
浴
す
る
人
た
ち
に
会

い
ま
し
た
。
国
も
で
す
が
、
各
人
の
嗜
好

に
よ
り
、
こ
の
辺
り
は
変
わ
っ
て
く
る
の

か
な
と
も
考
え
ま
す
。

松
本
　
こ
ち
ら
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
欧

米
で
の
温
泉
入
浴
方
法
と
違
い
ま
す
ね
。

温
泉
文
化
や
習
慣
を
先
に
理
解
す
る
こ
と

は
本
当
に
大
事
。

西
村
　
そ
れ
と
温
泉
地
だ
け
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
日
本
の
ネ
ッ
ト
環
境
は
遅
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
街

の
喫
茶
店
で
も
普
通
に
使
え
ま
し
た
が
、

日
本
で
は
Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
対
応
し
て
い
る
と

謳
っ
て
い
る
施
設
で
も
使
え
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
青
荷
温
泉
の
よ
う
に
全
く
繋

が
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
秘
湯
と

し
て
魅
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
。
地
域

と
し
て
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

松
本
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
こ
れ
も

国
内
旅
行
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
す
ね
。

15 March  2023

対談のまとめ

各国によって、温泉入浴法や施設の在り
方だけでも多種多様ということが分かっ
た。まずその違いや背景を理解して、日
本ならではの温泉文化を海外視点に変
換して伝えていくことが大切だ。そのため
にも、国内の各温泉地はどんなニーズで
利用されて発展してきたか、温泉の入り方
など一緒に育った文化を言語化して、関
係者全員で共通化できるとよい。そして
インバウンド向けに情報発信までつなげ
られることが理想だろう。（松本百加里）

海外の温泉入浴法や習慣を理解して
日本独自の温泉文化の魅力を
マッチングすることが重要



売
り
上
げ
や
集
客
で
は
な
く

関
係
性
づ
く
り
が
イ
ベ
ン
ト
の
目
的

　２
０
２
２
年
10
月
、
新
潟
県
南
魚
沼
市
の

古
民
家
ホ
テ
ル
r
y
u
g
o
n
で
、
イ
ベ
ン

ト「
雪
国  

帰
る
市
」（
以
下「
帰
る
市
」）が

行
わ
れ
た
。
宿
の
和
食
器
な
ど
が
大
量
に
放

出
さ
れ
た
食
器
市
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ド
リ

ン
ク
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
カ
フ
ェ
、
プ
ロ

の
民
謡
担
い
手
で
あ
る
周
辺
住
民
に
よ
る

民
謡
ラ
イ
ブ
な
ど
を
開
催
。
ま
た
、
通
常
の

入
浴
料
が
１
人
２
７
５
０
円
の
温
泉
大
浴

場
が
５
０
０
円
で
利
用
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
周
辺
住
民
を
中
心
に
２
０
０
人
以
上
が

詰
め
か
け
た
。

　大
盛
況
だ
っ
た「
帰
る
市
」だ
が
、
こ
れ

は
単
な
る
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。

新
潟
県
外
か
ら
参
加
し
た
３
人
の
プ※

ロ
ボ

ノ
的
な
お
手
伝
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
企
画

や
準
備
、
当
日
の
受
付
や
レ
ジ
、
在
庫
だ
し
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
運
営
な
ど
を
担
当
。
宿
の

ス
タ
ッ
フ
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
や

地
域
内
産
業
の
事
業
者
と
触
れ
あ
い
、
関
係

性
を
築
い
た
。
こ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
最
大
の
目

的
だ
っ
た
の
だ
。

　宿
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
方
々
と「
場
と
仕

事
」を
共
用
す
る
こ
と
で
、
域
外
か
ら
来
た

来
訪
者
を“
お
客
さ
ま
”で
は
な
く“
仲
間
”と
し
て

関
係
性
を
育
む「
帰
る
旅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
以
下「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
」）と

一
般
社
団
法
人 

雪
国
観
光
圏
の
協
働
で
始
動
し
た
。

こ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
は
、
従
来
型
旅
行
と
ど
う
違
う
の
か
。

ま
た
、
ど
ん
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
か
解
説
し
た
い
。

撮
影
／
藤
原 

慶
、
篠
原
豪
太
（
Ｐ
18
）

お
か
え
り
・
た
だ
い
ま
か
ら
始
ま
る

「

帰
る
旅
」
の
可
能
性

Project
Report

1
旅
行
者
と
地
域
が
交
わ
る

「

雪
国 
帰
る
市
」

域外来訪者と地域の関係性を変え、新たな旅行需要
を生み出すことが、「帰る市」に秘められた目的だ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に「
こ
の
地
域
・

宿
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
居
場
所
だ
」と
感

じ
て
も
ら
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
何
度
も
同
じ

地
域
・
宿
を
訪
れ
る
よ
う
促
す
。「
帰
る
市
」

は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
第
一
歩
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

「
帰
る
市
」は「
帰
る
旅
」実
現
に

向
け
た
実
証
実
験
の
１
つ

 

「
帰
る
市
」を
主
催
し
た
の
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
、

新
潟
県
の
５
市
町
に
群
馬
県
み
な
か
み
町
、

長
野
県
栄
村
を
合
わ
せ
た
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
一
般
社
団
法
人 

雪
国
観
光
圏
だ
。

こ
の
団
体
は
以
前
よ
り
、「
非
日
常
型
観
光
」

な
ら
ぬ「
異
日
常
型
観
光
」を
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。

　前
者
は
観
光
名
所
を
回
っ
て
温
泉
旅
館

や
ホ
テ
ル
な
ど
に
泊
ま
り
、
日
常
に
は
な
い

体
験
や
特
別
な
食
事
や
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し

む
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
だ
。
一
方
の
異
日
常
型
観

光
は「
普
段
と
は
異
な
る
日
常
」を
体
験
し
、

地
域
の
文
化
・
暮
ら
し
を
垣
間
見
て
体
験
す

る
の
が
特
徴
。
旅
行
者
と
し
て
地
元
の
人
と

触
れ
あ
っ
た
り
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
何

か
を
学
ん
だ
り
す
る
。

　今
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
雪
国
観
光
圏
が
協
働
で
進

め
る
帰
る
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
さ
ら
に
深

化
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
お
手
伝
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
宿
や
地
域
に
関
わ
る
仕
事

を
担
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
地
域
外
か

ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
事
業
者
・
住
民
と
の

間
に
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」で
は
な
く

「
お
か
え
り
・
た
だ
い
ま
」と
お
客
様
→
仲
間

と
し
て
の
相
思
相
愛
の
関
係
性
を
育
む
。
結

果
、
何
度
も
通
う
・
帰
る
こ
と
で
、
新
た
な

旅
行
需
要
の
創
出
に
つ
な
げ
る
試
み
な
の

だ
。「
帰
る
市
」は
、「
帰
る
旅
」を
実
現
す
る

た
め
の
実
証
実
験
の
１
つ
で
あ
る
。

イベントカフェ運営は
当日初参加の2人が担当
カフェスペースでは、お手伝いボランティアによってオリジ
ナルサンドとドリンクのセットなどが販売された

宿の食器や地元の品を売るのは
ボランティアメンバー
憧れの宿として地元での認知度が高いryugonで使われて
いた食器類には、地元住民の関心も大変高かった

関さんご夫婦の民謡で
ロコな空気も高まって
ご夫婦が演奏・歌を担当した民謡ライブ。地元で馴染みの
曲に、住民は自発的に踊り出し、大いに盛り上がった

※プロボノ…	仕事を通じて培った知識やスキルを提供し、社会に役立てるボランティア活動のこと。
	 また、そうした活動に参加する専門家を指す17 March  2023



域
外
来
訪
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
の
が

「
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」

　帰
る
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
域
外
来
訪

者
と
地
域
の
事
業
者
や
住
民
た
ち
を
つ
な

ぐ「
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」が
、
と
て
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、

域
外
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
と
の
縁
を
つ

な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
来
訪
者
同
士
の
交
流
を

も
育
む
企
画
を
立
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
運

営
し
て
い
る
の
だ
。

　例
え
ば
あ
る
域
外
来
訪
者
は
、「
打
ち
上

げ
の
席
で
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
と

話
し
、
彼
ら
が
帰
る
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
力

を
入
れ
て
い
る
理
由
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
間
に『
チ
ー
ム
感
』

が
生
ま
れ
、
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
た
の
で

す
」と
証
言
。
ま
た
別
の
方
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
中
で
フ
ラ
ン
ク
な

会
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
雇
用
関
係
で

は
な
い
、
互
い
に
学
び
合
え
る
友
人
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
」と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　左
ペ
ー
ジ
上
で
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
た

関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
小
野
塚
敏
之
さ

ん
と
萩
野 

翔
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
も

r
y
u
g
o
n
の
運
営
会
社
で
あ
る
㈱
い

せ
ん
で
働
い
て
い
る
。
２
人
の
よ
う
な
旅
館

ス
タ
ッ
フ
は
、
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し

て
は
う
っ
て
つ
け
だ
。
彼
ら
は
地
域
で
強
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
い
。
そ
の
た
め
、

「
さ
か
と
ケ
」利
用
者
は

仕
事
を
手
伝
う
こ
と
で
宿
代
が
無
料
に

場
と
ワ
ー
ク
の

シ
ェ
ア
か
ら
関
係
性
を
育
む

上／さかとケ全4室はデスクや
Wi-Fi環境が整備されているた
め、自由時間にリモートワークを
行うことも可能
左／さかとケのメンバーはホー
ルや皿洗い補助といった宿の仕
事を手伝う中で、スタッフや地域
住民たちと自然にコミュニケー
ションをとる

さかとケのメンバーは、施設内共
同キッチンで簡単な料理をした
り、併設宿の温泉大浴場を利用
したりするなど、思い思いの過ご
し方ができる

「帰る旅」の概要を説明したオンラインセミナー
や、南魚沼市の森を保護しながら新たな価値を
生む「帰る森」などの企画については、YouTu
be上のアーカイブ動画として見ることができる

（「YouTube　帰る旅研究会」で検索）。

Project
Report

2
「

帰
る
旅
」
の
拠
点

「

さ
か
と
ケ
」

さかとケ公式サイト 
https://ryugon.co.jp/sakatoke/

場とワークをシェアする
コミュニティ「さかとケ」

オンラインセミナーで潜在ユーザーにも
プロジェクトを共有

Topics

　ryugonが「帰る旅」の拠点として提供しているの
が、常設のワークインレジデンス「さかとケ」だ。全4
室のシングルルームが用意され、メンバー登録後、
宿の仕事を5時間手伝い、チェックアウト時に宿泊
した自室の清掃を行うと宿泊料が無料となる。
 「最初は昔のリゾートバイトのように、無料宿泊で
きる代わりに宿の仕事を手伝ってもらうイメージで
募集しました。しかし今は、さかとケメンバーを雇用
者と労働者という『上下関係』ではなく、私たちと対
等な立場で力を貸してくれる『横の関係』だと捉えて
います。そうすることで豊かなつながりが育まれ、
ポジティブなモチベーションが生じやすくなったの
です」（井口さん）

18



域
外
来
訪
者
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
ハ
ブ

と
し
て
、
存
分
に
活
躍
で
き
る
か
ら
だ
。

関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
や
る
気
を

引
き
出
す
仕
組
み
と
企
画
が
重
要

 

「
帰
る
旅
」は
単
発
で
は
な
く
、
継
続
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
関
係
性
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

で
き
た
り
、
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
同
士
が

チ
ー
ム
と
し
て
支
え
合
え
た
り
す
る
仕
組

み
を
整
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
逆
に
言

え
ば
、「
帰
る
旅
」が
各
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ

ー
の
個
性
や
得
意
分
野
を
生
か
し
た
企
画
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、
彼
ら
の
意
志

や
信
念
を
実
現
で
き
る
場
と
し
て
機
能
す

れ
ば
、「
帰
る
旅
」の
サ
イ
ク
ル
は
加
速
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
小
野
塚
さ
ん
は
山
や
森
、
野
草

や
キ
ノ
コ
な
ど
に
つ
い
て
非
常
に
詳
し
い

方
だ
。
そ
う
し
た
知
識
を
生
か
す
こ
と
で
、

自
己
効
力
感
を
得
な
が
ら
参
加
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　な
お
、
２
０
２
２
年
に
は
r
y
u
g
o
n

の
従
業
員
寮
だ
っ
た
場
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た「
さ
か
と
ケ
」（
右
ペ
ー
ジ
コ
ラ

ム
で
も
解
説
）が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
５
時
間

の
宿
仕
事
＋
自
室
清
掃
以
外
の
滞
在
時
間

は
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
可
能
。「
帰
る
旅
」

の
拠
点（
拠
り
所
）の
１
つ
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

域
外
来
訪
者
×
関
係
性
ク
リ
エ
イ
タ
ー
双
方
が
語
る「
帰
る
旅
」の
価
値

帰る森プロジェクトリーダー  兼 
株式会社いせん 
ゼネラルマネージャー

小野塚敏之さん

さかとケ管理人 兼 
株式会社いせん 
フロアマネージャー

萩野 翔さん

関係性クリエイター
2人が感じたこと

「帰る旅」来訪者
3人が感じたこと

 「帰る市」のようなイベント
を準備したり、ボランティア
の皆さんをフォローしたり
するのが私たちの役割で
す。また、私自身のプロジェ
クト「帰る森」では、周辺の
杉林を間伐・再生し新たな
価値を生み出す活動や、間
伐材から杉のアロマオイル
を商品化する取り組みを進
めています。大切にしてい
るのは、地域外からの参加
者と地域とをつなぐために
知恵を絞ること。また、地
域内や近隣地域の同業者
や他産業などとも助け合う
関係性を築きたいです。

　宿泊業の仕事をしている
と、お客さまにサービスを
提供して対価をいただくや
り方以外に道はないと思い
がちです。でも、「帰る旅」に
関わるようになって考えが
変わりました。モノやサー
ビスだけでなく、人と人との
つながりも本質的な価値を
生み出せるのです。人と人
との関係性を作って、そこ
から生まれた新たな価値を
提供できれば、経済が回っ
て地域に良い循環をもたら
し、雪国の素晴らしさが将
来も残せると信じています。

N.Sさん
（20代・東京都在勤）

　私は東北の出身で、将来は東京を
離れて田舎に住みたいと漠然と考え
ています。地域で働く人の姿を間近
で見たいと思い、「帰る市」のお手伝
い参加を決めました。最初はちょっと
した手伝いをするのかと思っていたの
ですが、カフェ運営の責任ある仕事を
任せてもらい、とても楽しめました。
行きたいときにふらりと足を運び、パ
ッと日々の気持ちを切り替えられる手
伝いをする方法なら、気軽にこれから
も参加したいと思っています。

N.Oさん
（50代・東京都在勤）

 「帰る市」では食器市のリーダーを担
当したことでコミュニケーション能力
が磨かれるなど、本業にプラスの影響
がありました。地元の方と知り合った
り南魚沼市の魅力を自分の目で確か
めたりすることで、より地域に対して
愛着も感じるようになり、この地域が
まさに「帰る場所」になりつつありま
す。2023年1月にも、さかとケに3連
泊するなど足を運んでいます。今後も
更に楽しみながらこの地域に関わっ
ていきたいです。

M.Tさん
（20代・東京都在勤）

　私自身は都会で生まれ育ったため、
祖父母の実家が田舎にある同級生
の話を聞くたびに、人生が豊かそうで
うらやましいと思っていたものです。
そういう意味で、今回の「帰る市」は私
にとって楽しく特別な体験でした。私
の周りにも、都会暮らしに疲れたと声
を漏らす人は少なからずいて、「帰る旅」
には大きな可能性があるのではない
でしょうか。別の地域でも同じような
企画が開催されたら、そちらにも参加
してみたいと感じました。
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旅
先
で
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
提
供
し

新
た
な
旅
行
需
要
を
喚
起
す
る

　Ｊ
Ｒ
Ｃ
の「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
２
０
０
５
年
度
に
お
け
る
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
の
実
施
率
は
66
・
１
％
だ
っ

た
。
一
方
、
２
０
１
９
年
度
の
実
施
率
は

53
・
６
％
。
14
年
間
で
12
・
５
ポ
イ
ン
ト
も

低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
国
内
の
旅
行
市
場

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
長
期
低
落
傾
向
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
従
来
型
旅
行

へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
、
こ
の
流
れ
を
止

め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
え
た
。
在
宅
テ
レ
ワ

ー
ク
が
増
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概

念
も
出
現
し
、
仕
事
と
日
常
生
活
、
旅
行
の

境
界
線
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
の
だ
。
自
宅

や
カ
フ
ェ
、
旅
行
先
な
ど
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を

広
げ
て
仕
事
を
す
る
の
は
、
今
や
当
た
り
前

の
こ
と
。
ま
た
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
職
場
と
い
う
居
場
所
か
ら
離
れ
た
こ

と
で
、
自
宅
で
も
勤
務
先
で
も
な
い「
第
三

の
場（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）」の
重
要
性
に
気

付
い
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。

　こ
う
し
た
中
で
旅
行
業
界
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
的
な
居
場

所
を
旅
先
に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
旅
行

需
要
を
育
て
る
こ
と
だ
と
、
私
た
ち
は
考
え

て
い
る
。
そ
れ
が
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル

「
帰
る
旅
」の
、
発
想
の
原
点
だ
。

お
客
様
で
は
な
く
仲
間
と
な
り

共
に
つ
く
る
の
が「
帰
る
旅
」

　帰
る
旅
研
究
会
の
共
同
代
表
兼
雪
国
観

光
圏
の
代
表
理
事
で
、
r
y
u
g
o
n
の
運

営
会
社
㈱
い
せ
ん
の
代
表
取
締
役
で
も
あ

る
井
口
智
裕
氏
が
帰
る
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
の
は
、
子
ど
も
の
頃
の
原
体
験

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

  「	

私
の
実
家
は
旅
館
で
、正
月
や
お
盆
の
時

期
に
な
る
と
各
地
か
ら
親
戚
た
ち
が
集
ま

り
、
泊
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち

子
ど
も
は
一
緒
に
遊
び
、
大
人
た
ち
は
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
料
理
や
皿
洗
い
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
皆
が

帰
っ
て
一
緒
に
楽
し
め
る
場
所
が
あ
る
こ

と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
子
ど
も
心
に

感
じ
た
の
で
す
」

　従
来
型
旅
行
で
は
、
宿
泊
客
は
対
価
を
支

払
う
こ
と
で「
お
客
さ
ま
」と
し
て
も
て
な

さ
れ
、
上
げ
膳
据
え
膳
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
。
宿
泊
客
は
、
宿
を
他
と
比
較
し
、

よ
り
良
い
も
の
が
見
つ
か
れ
ば
躊
躇
な
く

乗
り
換
え
る
の
が
普
通
だ
。

　一
方
、「
帰
る
旅
」で
は
来
訪
者
に
宿
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
関
係
性
を
築
く
こ

と
で「
共
働
す
る
仲
間
」と
な
る
。
ま
さ
に
、

子
ど
も
の
頃
の
井
口
さ
ん
が
感
じ
て
い
た

よ
う
な
、
唯
一
無
二
の
居
場
所
と
な
り
帰
る

場
所
と
な
る
わ
け
だ
。

　旅
先
が
自
分
の
居
場
所
と
し
て
認
識
さ

れ
れ
ば
、
弱
点
が
魅
力
に
転
化
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
従
来
型
旅
行
の
場
合
、
期
待
以
上

の
完
璧
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
が
、

「
帰
る
旅
」の
場
合
は「
余
白
」が
必
要
。
弱

点
も
む
し
ろ
愛
着
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
参
加
型
企
画
と
し
て
も
あ
え
て
余
白

何
度
も
同
じ
場
所
に
通
う
こ
と
で

旅
先
に
居
場
所
が
生
ま
れ
る「
帰
る
旅
」

な
ぜ
旅
行
業
界
は
、
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、「
帰
る
旅
」は
果
た
し
て
、
課
題
解
消
の
切
り
札
に
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

「帰る旅」

の
思想

従来型旅行需要
「行く旅」の要素

オルタナティブ系旅行需要の1つ
「帰る旅」の要素

「お客様」としてもてなされる 「仲間」として迎え入れられる
そこにお邪魔する／よそ者として接待される 居場所・拠り所＝居てもいい場所／かりそめの実家／サードプレイス

いらっしゃいませ おかえり
行きたい場所はたくさんある 帰る場所はたくさんはいらない（いくつかほしい）

お客さまと宿の人：少し乾いたその場だけの関係性 仲間と仲間：少ししっとりした関係性
確かそうな価値／想定した期待を超える価値 予測不可能な出会い／意味がある価値

完璧さ ヌケ感もあっていい（あったほうがいい）
強みがある 弱点もあっていい（あったほうがいい）

多くの人に価値あるもの 自分にとっては意味あるもの
してもらう 一緒につくる／ちょっと手を貸す

上げ膳据え膳 役割がある（だから居場所になる）
比較して決める 唯一無二、比べるものがない

利己的（自分へのリターン） 利他的（誰かのためにもなったらより嬉しい）
もてなされる側・対価を求める関係性

（お客さま･よそ者・趣味）
共につくる・与える相思相愛の関係性

（仲間･同士･ライフワーク）

一般社団法人
雪国観光圏 
代表理事
井口智裕さん

表1  「行く旅」と「帰る旅」の違いとは

20



を
残
す
こ
と
が
宿
泊
客
の
自
発
的
な
協
力

を
促
す
わ
け
だ
。

　場
と
関
係
性
を
変
え
る
こ
と
で
、「
帰
る

旅
」は
従
来
型
旅
行
と
は
異
な
る
価
値
や
魅

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

来
訪
者
と
の
関
係
性
強
化
に
向
け

循
環
モ
デ
ル
を
回
し
て
い
く

 

「
帰
る
旅
」は
そ
の
名
の
通
り
、
同
じ
場
所

に
何
度
も
帰
る
ス
タ
イ
ル
の
旅
だ
。
そ
の
た

め
、
単
発
の
取
り
組
み
で
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
継
続
的
な
循
環
を
生
み
出
し
て
地
域
と

来
訪
者
と
の
絆
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
図
式
化
し
た
の
が
図
1
だ
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ

と
雪
国
観
光
圏
は
２
０
２
２
年
か
ら
、
循
環

モ
デ
ル
を
つ
く
る
実
証
実
験
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　循
環
の
出
発
点
と
な
る
の
が
、
来
訪
者
と

地
域
の
間
に
関
係
性
を
築
く
関
係
性
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
発
掘
と
育
成
だ
。
彼
ら
は
来
訪

者
の
共
感
を
得
ら
れ
る
地
域
課
題
に
関
連

し
、
か
つ
、
来
訪
者
が
関
わ
れ
る
余
白
を
た

っ
ぷ
り
残
し
た
参
加
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
企

画
す
る
役
割
を
果
た
す
。

　続
い
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
旅
を
検
討

す
る
前
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
共
感
を
得
る
。

「
旅
ナ
カ
」（
現
地
）で
は
来
訪
者
が
地
域
の

人
々
と
協
力
し
な
が
ら
地
域
課
題
解
決
を

体
感
し
、
貢
献
で
き
る
場
を
設
け
る
。
旅
が

終
わ
っ
た
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
生
ま
れ
た
関
係
性
を
さ
ら
に
強
め
、
次

回
の
旅
へ
と
誘
引
す
る
仕
組
み
だ
。
　

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ベ
ー
ス
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
な
ど
も
活

用
し
な
が
ら
、
関
係
性
を
強
化
す
る
サ
イ
ク

ル
を
回
し
続
け
、
そ
の
結
果
、
宿
泊
客
と
相

思
相
愛
の
関
係
性
を
築
く
。そ
れ
が
、「
帰
る

旅
」の
思
想
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。

図1  循環を生み出すことで「帰る旅」を実現

企画例  □アップサイクル系イベント企画
　　　 □森のサポーター企画（杉林の再生）など ①旅マエ（オンライン）

共感

「地域課題」を知る

②旅ナカ（現地）

場に集う（参加）

「地域課題」に触れる

「協力者」化

ちょっといい行いから
関係性が育まれる

「帰る場所」化

相思相愛の関係性に

③旅アト・次の旅マエ
　（オンライン）

「仲間」化

徐々にコミットメントを高める

何度も通う
「帰る旅」

循環モデルが実現

関係性を
持続する仕組み
（CRM）

「場と関係性」で育まれる
旅行のつくりかた

関係性をつなぐ
「コト（体験）」を開発

関係性を
築く人材候補を
みつける

「地域課題」に触れる（共感）
＆関わる（余白）

参加型コンテンツ

「関係性クリエイター」の
「発掘と育成」

帰る旅プロジェクトの公式サイトでは、「帰る
旅」のコンセプトや内容、参加メンバーや関
連リンクなどを掲載している。ぜひ、公式サイ
ト（https://jrc.jalan.net/kaerutabi/）や帰
る旅研究会Twitter（@kaerutabi_prj）など
をチェックしてほしい。

「帰る旅」に関する情報は
WEB・SNSでも提供中

Check

帰る旅
公式サイト

帰る旅研究会
Twitter
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日
常
生
活
や
旅
先
で
居
場
所
を

求
め
る
人
は
か
な
り
多
い

 

「
帰
る
旅
」の
概
要
に
つ
い
て
は
、
理
解
い

た
だ
け
た
だ
ろ
う
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
な
場

（
環
境
）と
関
係
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の

か
独
自
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
見
な

が
ら「
帰
る
旅
」が
秘
め
る
需
要
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　図
２
で
紹
介
し
た
の
は
、
日
常
生
活
の
中

で
居
場
所
が
ほ
し
い
と
考
え
る
人
が
７
割

近
く
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
だ
。
男
女
と
も
に

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
居
場
所
を
求
め
る
人

の
比
率
は
や
や
高
ま
る
傾
向
が
見
て
と
れ

る
。
ま
た
、
旅
行
回
数
が
多
い
人
ほ
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
居
場
所
を
強
く
求
め
る
傾

向
に
あ
る
。

　一
方
、
図
３
で
は
旅
先
に
居
場
所
が
ほ
し

い
と
答
え
た
人
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
。「
と

て
も
ほ
し
い
」「
ほ
し
い
」と
答
え
た
人
は
４

割
近
く
お
り
、「
帰
る
旅
」の
ニ
ー
ズ
が
か
な

り
大
き
い
と
分
か
る
。
特
に
目
立
っ
た
の
は
、

都
市
部
に
住
む
人
ほ
ど
肯
定
的
だ
っ
た
こ
と
。

東
京
23
区
内
居
住
者
は
39
・
９
％
、
県
庁
所

在
地
・
政
令
指
定
都
市
居
住
者
は
39
・
７
％

で
、
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
高
学

歴
で
世
帯
年
収
の
高
い
層
ほ
ど
、
旅
先
に
居

場
所
を
求
め
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

　な
お
、
実
家
が
あ
る
層
で
旅
先
に
居
場
所

が
ほ
し
い
と
答
え
た
人
は
38
・
４
％
と
平
均

を
上
回
っ
て
い
た
。
実
家
と
は
別
の
居
場
所

を
旅
先
で
求
め
て
い
る
と
分
析
で
き
、「
帰

る
旅
」が
帰
省
旅
行
と
は
別
の
ニ
ー
ズ
だ
と

推
測
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

「
帰
る
旅
」が
認
知
・
定
着
す
れ
ば

新
た
な
旅
行
需
要
に
つ
な
が
る

 

「
帰
る
旅
」が
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

調査概要
20代 30代 40代 50代 合計

北海道・東北 84 84 84 84 336
北関東・甲信越・北陸 90 90 90 90 360
一都三県 214 214 214 214 856
東海 88 88 88 88 352
関西 122 122 122 122 488
中国・四国 66 66 66 66 264
九州 86 86 86 86 344
合　　計 750 750 750 750 3,000

「
帰
る
旅
」に
よ
っ
て
新
た
な

旅
行
需
要
が
拡
大
す
る
可
能
性
あ
り

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は「
帰
る
旅
」の
需
要
を
確
か
め
る
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
ニ
ー
ズ
の
有
無
な
ど
を
み
て
み
よ
う
。

調査目的 「旅先の居場所」を求めるニーズや、ニーズを持つ人のプロフ
ィールの把握。「帰る旅」ニーズの把握、「帰る旅」が旅行市
場に与えるインパクトの把握など

調査方法 WEBアンケート調査　株式会社マーケティングアプリケー
ションズ保有の調査モニターを対象に実査

調査対象 全国に居住する20代〜50代の男女3000名
2015年国勢調査に基づき、回収割付を行った ※全国を7エ
リアに分け、それぞれの該当年代の人口比に応じて回収数
を割り付け

調査期間 2022年2月18日（金）〜2月24日（木）

「帰る旅」

の
ニーズ

図2　日常生活の中で居場所がほしい人は7割近くいる

日常生活の
居場所のニーズ

（全体／単一回答）
n=3,000

旅先の
居場所のニーズ

（全体／単一回答）
n=3,000

ほしい・計
69.1

ほしい・計
36.1

とても
ほしい32.3

とても
ほしい13.0

ほしい23.2

ほしい36.9

どちらとも
いえない
20.4

どちらとも
いえない
34.6

どちらとも
いえない
20.4

どちらとも
いえない
34.6

ほしくない・計  10.4

ほしくない・計
29.2

■ほしいとは思わない  7.4

ほしいとは
思わない  
16.3

■あまりほしいとは思わない  3.0

あまり
ほしいとは
思わない
12.9

図3　旅先に居場所がほしい人は約4割

（%）

（%）
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る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
、
図
４
の
デ
ー

タ
だ
。

　図
の
説
明
文
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
過

去
３
年
間
の
国
内
宿
泊
旅
行
回
数
が
0
で

旅
先
の
居
場
所
ニ
ー
ズ
が
強
い
層
は
16
・
４

％
い
た
。
う
ち
５
分
の
１
程
度
の
３
・
０
％

が「
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
よ
う
な
と

こ
ろ
に
帰
省
す
る
よ
う
な
旅
行
」に
ぜ
ひ
行

き
た
い
と
回
答
。
非
旅
行
者
層
を
新
た
に
旅

行
へ
と
連
れ
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
内

宿
泊
需
要
の
純
増
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
既

存
旅
行
者
層
の
中
に
も「
第
２
の
ふ
る
さ
と

と
呼
べ
る
よ
う
な
旅
行
」に
ぜ
ひ
行
き
た
い

と
答
え
た
人
は
多
く
、
旅
行
回
数
を
増
や
す

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
秘
め
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　今
後
、「
帰
る
旅
」の
概
念
や
ワ
ー
ド
が
一

般
に
も
広
ま
れ
ば
、
旅
の
多
様
性
を
拡
張
し

て
新
た
な
旅
行
需
要
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
見
込
め
る
。

図4  「帰る旅」によって新規旅行需要が3％純増すると予測

　縦軸は、過去３年間で国内
宿泊旅行を1度もしていない
人を「Ｎ」、1～2回した人を

「Ｌ」、3回以上した人を「Ｈ」と
した。横軸は、旅先に居場所
をあまりほしいと思わない・
ほしいと思わないと答えた人
を「弱」、どちらとも言えない
と答えた人を「中」、旅先に居
場所がとてもほしい・ほしい
と答えた人を「強」とした。そ
の結果、国内宿泊旅行0回で
旅先の居場所ニーズが強い
層（Ｎ×強）は16.4％、1回以
上で旅先の居場所ニーズが
強い層（Ｌ×強）は10.8％、3
回以上で旅先の居場所ニー
ズが強い層（Ｈ×強）は8.9％
となった。

社会的孤立を防ぐ取り組みやサービスが
今後ますます注目される可能性がある
　内閣府の「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査（平成30年度）」によると、「自
分自身に満足している」と答えた日本人の若者は、他国に比べかなり少ない。日本には、
自己肯定感が低く精神的に不安定になりやすい若者が多くいると考えられる。また、
日本をはじめとする先進国全体では徐々に単独世帯が増え続けており、日本は2020
年時点で約4割と言われている。よって社会的孤立のリスクも年々高まっている。その
ため、社会的なつながりを創出する取り組みやサービスは、今後さらに注目度が高まる
だろう。地域で新たな関係性を築き、観光客に新たな居場所を提供する「帰る旅」が必
要とされる背景の一つと言えるだろう。

参考データ

私は、自分自身に満足している
 ■そう思う・計  ■そう思わない・計
■そう思う ■どちらかといえば

　そう思う
■どちらかといえば
　そう思わない

■そう思わない

日本 （n=1,134）

韓国 （n=1,064）

アメリカ （n=1,063）

イギリス （n=1,051）

ドイツ （n=1,049）

フランス （n=1,060）

スウェーデン （n=1,051）

（%）

【弱】
あまり

ほしいとは思わない
ほしいとは思わない

■■＝「第2の故郷と呼べるようなところに帰省するような旅行・旅」（5段階評価）について
「ぜひ行きたい」と回答した者

全体の■■合計＝11.5%
（「行きたい」まで含めた
 「行きたい・計」は38.0％）

B：0→1の純増ポテンシャル

A：旅行回数増ポテンシャル

（n=3,000） 【中】
どちらともいえない

【強】
とてもほしい

+ほしい

3.0

旅先の居場所ニーズ

【H】
3回以上

【L】
1～2回

【N】
0回

【
過
去
３
年
】国
内
宿
泊
旅
行
回
数

（%）

42.3 43.5 12.1
14.285.8

33.0 48.8 14.4
18.281.8

42.0 38.1 13.4
20.080.0

36.3 37.2 18.2 8.3
26.573.5

10.4 34.7 30.8 24.2
54.945.1

57.9 29.1 8.8
86.9 13.1

30.8 43.3 19.5
25.974.1

2.70.2 0.6

0.6 2.60.4

0.7 0.8

3.6

5.2

20.5

5.5

8.4

20.7

8.9

10.8

16.4

2.2

4.2

3.8

6.6

6.4
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図6  旅先に居場所がほしい人は、さらに強く旅館を求める （複数回答）
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シ
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喫
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民
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飲
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個
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経
営
の

食
事
処
、レ
ス
ト
ラ
ン

銭
湯

美
術
館

バ
ー

チ
ェ
ー
ン
の

レ
ス
ト
ラ
ン

ス
ナ
ッ
ク

シ
ェ
ア
ホ
テ
ル

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

そ
の
他

特
に
思
い
浮
か
ぶ

も
の
は
な
い

全体 （n=3,000） 31.0 24.3 18.9 16.0 13.2 12.2 9.7 9.1 8.8 7.6 5.2 3.5 2.7 2.6 2.2 2.1 1.4 35.8
旅先での
居場所
ニーズ別

ほしい・計 （n=1,084） 40.7 36.5 25.9 26.2 19.7 19.4 13.6 15.1 16.3 13.1 7.9 6.4 4.0 4.4 3.4 3.5 2.5 15.3
とてもほしい （n=389） 39.1 37.5 29.3 29.6 23.1 20.8 13.9 16.7 16.7 15.9 9.8 7.7 5.7 5.1 4.9 5.4 3.1 15.9
ほしい （n=695） 41.6 36.0 24.0 24.3 17.8 18.6 13.4 14.2 16.1 11.5 6.9 5.6 3.0 4.0 2.6 2.4 2.2 15.0
どちらともいえない （n=1,038）28.2 21.0 14.5 12.5 11.5 10.4 8.6 7.4 5.9 6.1 4.4 2.2 2.3 1.9 2.1 1.7 0.9 41.2
あまりほしいとは思わない （n=388）33.2 19.6 24.2 12.6 9.8 8.2 10.1 6.7 5.7 4.6 3.9 2.1 1.5 1.8 1.3 1.0 0.8 34.5
ほしいとは思わない （n=490） 13.9 7.8 8.6 3.5 4.9 3.5 3.1 1.2 1.0 1.2 2.0 1.0 1.4 0.4 0.6 0.4 0.4 70.4
ほしくない・計 （n=878）22.4 13.0 15.5 7.5 7.1 5.6 6.2 3.6 3.1 2.7 2.8 1.5 1.5 1.0 0.9 0.7 0.6 54.6

■全体値より10pt以上高い数値／■5pt以上高い数値／■5pt以上低い数値／■10pt以上低い数値     ※「ほしい・計」の数字をグラフ化

図5  「旅先の居場所」と聞いて最も連想するのは「旅館」 （複数回答）
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シ
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お
寺
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屋
・
飲
み
屋

個
人
経
営
の

食
事
処
、レ
ス
ト
ラ
ン

銭
湯

美
術
館

バ
ー

チ
ェ
ー
ン
の

レ
ス
ト
ラ
ン

ス
ナ
ッ
ク

シ
ェ
ア
ホ
テ
ル

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

そ
の
他

特
に
思
い
浮
か
ぶ

も
の
は
な
い

全体 （n=3,000） 31.0 24.3 18.9 16.0 13.2 12.2 9.7 9.1 8.8 7.6 5.2 3.5 2.7 2.6 2.2 2.1 1.4 35.8
性年代別 男性 計 （n=1,500） 29.6 21.3 20.9 11.5 12.2 10.5 11.3 11.8 9.4 8.6 3.3 4.7 2.9 4.2 2.6 2.4 1.4 37.4

20代 （n=375） 26.7 14.4 18.9 11.5 9.6 8.5 11.2 9.3 8.0 8.0 1.9 5.1 4.3 3.2 3.7 4.3 1.1 44.5
30代 （n=375） 30.7 18.4 17.6 13.9 11.2 12.0 14.1 12.0 9.6 9.9 3.7 5.1 4.0 4.3 4.5 3.2 1.1 40.5
40代 （n=375）26.9 21.6 25.6 9.1 13.3 6.9 9.6 12.3 8.8 6.1 3.7 5.1 1.3 3.2 1.6 1.3 1.6 33.3
50代 （n=375） 34.1 30.7 21.3 11.5 14.7 14.7 10.1 13.6 11.2 10.4 4.0 3.5 2.1 6.1 0.5 0.8 1.9 31.2

女性 計 （n=1,500）32.5 27.3 17.0 20.5 14.1 13.9 8.1 6.4 8.3 6.7 7.1 2.3 2.4 0.9 1.9 1.7 1.3 34.1
20代 （n=375） 34.4 20.5 15.5 25.1 11.5 16.8 9.1 9.6 8.0 9.1 6.1 4.0 3.7 1.9 2.7 4.0 — 34.1
30代 （n=375）35.2 22.1 19.2 19.2 13.1 12.3 8.3 5.3 8.3 4.5 6.9 2.7 2.9 0.8 2.7 0.5 1.1 37.9
40代 （n=375）32.3 30.9 16.0 18.4 15.2 13.9 10.1 5.6 9.6 6.9 6.4 1.3 2.1 0.5 1.6 1.3 1.9 31.2
50代 （n=375） 28.0 35.5 17.3 19.5 16.8 12.8 4.8 5.1 7.2 6.1 9.1 1.3 0.8 0.5 0.5 1.1 2.4 33.3

■全体値より10pt以上高い数値／■5pt以上高い数値／■5pt以上低い数値／■10pt以上低い数値     ※全体値の降順ソート

「
帰
る
旅
」は
、
多
様
な
受
け
入
れ
が

可
能
な
旅
館
、
ホ
テ
ル
と
好
相
性

　図
５
で
は
、「
旅
先
の
居
場
所
」と
聞
い
て

イ
メ
ー
ジ
す
る
場
所
を
ま
と
め
た
結
果
だ
。

想
起
す
る
場
所
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
答

え
は
旅
館
で
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
を
挙
げ
た
人

も
か
な
り
い
た
。
自
然
景
観
が
楽
し
め
る
場

所
と
い
う
答
え
も
目
立
っ
た
。
ま
た
、
旅
先

に
居
場
所
が
ほ
し
い
人
に
焦
点
を
合
わ
せ

て
分
析
し
た
の
が
図
６
だ
。
旅
館
と
答
え
た

人
の
割
合
は
さ
ら
に
増
え
、「
帰
る
旅
」と
旅

館
の
相
性
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
用
意
し
、
そ
の
中

か
ら
行
き
た
い
旅
行
を
選
ん
で
も
ら
っ
た

の
が
図
７
だ
。「
自
分
の
居
場
所
の
あ
る
場

所
に
行
く
旅
行
・
旅
」「
第
2
の
故
郷
と
呼
べ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
帰
省
す
る
よ
う
な
旅

行
・
旅（
＝「
帰
る
旅
」の
ニ
ー
ズ
）」の
支
持

者
は
ど
ち
ら
も
４
割
前
後
も
い
て
、「
買
い

物
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
楽
し
む
旅
行
・
旅
」

や「
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
鑑
賞
を

楽
し
む
旅
行
・
旅
」と
い
っ
た
定
番
の
従
来

型
旅
行
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　地
域
と
域
外
来
訪
者
が
相
思
相
愛
の
関

係
性
を
築
き
、
居
場
所
を
提
供
す
る「
帰
る

旅
」は
、
旅
行
需
要
を
高
め
る
た
め
の
強
力

な
武
器
に
な
り
得
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
引
き
続
き
取
り
組
む

価
値
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

「帰る旅」のニーズ
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図7  「帰る旅」のニーズは買い物旅や祭り旅と同程度の大きさ （各単一回答）
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旅
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旅

Instagram

な
ど
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
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し
た
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場
所
が
た
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さ
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あ
る
旅
行
・
旅

ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
旅
行
・
旅

行
っ
た
先
の
歴
史
や
地
理
、物
語
に

触
れ
ら
れ
る
旅
行
・
旅

自
分
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
や

人
生
の
一
部
に
な
る
よ
う
な
旅
行
・
旅

ブ
ラ
タ
モ
リ
の
よ
う
な
旅
行
・
旅

行
っ
た
先
の
古
く
か
ら
の
生
活
や

住
ん
で
い
る
人
々
と
触
れ
合
え
る
旅
行
・
旅

自
分
の
居
場
所
の
あ
る
場
所
に
行
く
旅
行
・
旅

第
２
の
故
郷
と
呼
べ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に

帰
省
す
る
よ
う
な
旅
行
・
旅

そ
の
地
域
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
な
旅
行
・
旅

移
住
先
の
候
補
が
見
つ
か
る
よ
う
な
旅
行
・
旅

社
会
貢
献
も
で
き
る
よ
う
な
旅
行
・
旅

全体 （n=3,000）60.6 58.7 54.4 53.8 53.7 52.9 46.3 42.2 39.3 36.4 34.5 30.9 26.3 45.6 44.8 38.3 34.5 31.7 44.3 38.0 28.3 27.4 24.9
性年代別 男性 計 （n=1,500）52.9 52.3 43.5 47.2 46.3 46.4 38.4 35.7 34.5 31.2 32.8 33.5 23.6 40.0 41.4 35.6 33.4 30.3 40.1 34.5 25.9 26.6 23.4

20代 （n=375）46.4 46.7 39.5 43.2 44.5 43.7 37.9 38.4 36.0 35.2 36.3 33.9 31.2 39.2 37.9 35.5 34.4 33.9 36.8 35.7 31.7 31.5 28.8
30代 （n=375）49.1 49.9 41.9 44.0 42.4 45.6 39.7 35.7 34.1 31.7 33.1 34.9 25.6 40.0 40.5 37.9 32.8 31.7 37.9 33.3 27.2 31.2 25.1
40代 （n=375）54.9 51.7 42.4 49.9 46.7 48.3 38.7 37.1 33.9 29.6 32.5 31.5 20.8 40.5 41.9 33.6 34.1 26.9 40.3 33.1 25.3 22.7 22.1
50代 （n=375）61.1 61.1 50.4 51.7 51.5 48.0 37.3 31.7 33.9 28.3 29.3 33.6 16.8 40.3 45.3 35.5 32.3 28.5 45.3 36.0 19.5 21.1 17.6

女性 計 （n=1,500）68.4 65.0 65.3 60.5 61.1 59.5 54.1 48.6 44.1 41.6 36.3 28.3 29.0 51.3 48.2 41.1 35.6 33.2 48.5 41.5 30.6 28.1 26.4
20代 （n=375）67.7 65.9 63.5 60.0 61.6 61.9 62.1 58.1 51.7 50.9 49.9 38.1 48.5 55.2 47.2 49.3 40.5 39.7 56.3 51.7 38.4 39.7 37.9
30代 （n=375）70.7 65.6 65.1 58.9 60.5 59.5 58.7 52.8 47.5 44.8 39.2 28.0 29.1 50.7 48.3 39.5 34.7 33.1 44.8 38.9 30.4 26.9 24.5
40代 （n=375）66.9 64.0 66.1 60.5 61.1 57.6 52.3 45.6 39.2 36.5 31.7 26.1 21.1 49.1 48.5 37.3 33.3 30.9 45.1 38.1 27.7 25.1 21.3
50代 （n=375）68.3 64.5 66.4 62.4 61.3 58.9 43.5 37.9 37.9 34.1 24.3 21.1 17.3 50.1 48.8 38.1 33.9 29.1 48.0 37.3 25.9 20.8 21.9

■全体値より10pt以上高い数値／■5pt以上高い数値／■5pt以上低い数値／■10pt以上低い数値     ※全体値の降順ソート

 

「
帰
る
旅
」の
着
想
は
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０

２
１
年
３
月
、
雪
国
観
光
圏
の
井
口
代

表
と
、
旅
本
来
の
価
値
や
現
場
で
感
じ

る
従
来
型
旅
行
需
要
以
外
の
兆
し
を
意

見
交
換
す
る
場
か
ら
始
ま
っ
た
。世
界
が

一
時
停
止
し
、
旅
行
は
不
要
不
急
と
言

わ
れ
た
時
期
、
本
当
に
不
要
か
？
と
考

え
る
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
。

 

「
帰
る
旅
」か
ら
ユ
ー
ザ
ー
側
、
地
域
側

が
得
ら
れ
る
価
値
は
、
従
来
型
旅
行
と

は
異
な
る
だ
ろ
う
。

　
ユ
ー
ザ
ー
提
供
価
値
は
、
旅
先
に
多

様
な
関
係
性
を
得
る
こ
と
、
そ
の
結
果

と
し
て「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」へ
の
気

づ
き
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
か
。生
活
圏

か
ら
離
れ
た
旅
先
で
異
な
る
日
常
生
活

を
垣
間
見
て
、
生
活
者
と
の
対
話
で
得

た
共
感
か
ら
自
分
が
今
大
切
に
し
た
か

っ
た
シ
ン
プ
ル
な
価
値
観
、
働
き
方
、
生

き
方
の
ヒ
ン
ト
を
再
認
識
す
る
。
そ
れ

は
、
雑
多
な
思
考
を
そ
ぎ
落
と
し
た
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
状
態
に
も
近
い
。

「
帰
る
旅
」は
、
内
省
か
ら
得
ら
れ
る
自

分
自
身
の
コ
ア
情
報
を
得
る
機
会
を
提

供
で
き
る
の
だ
。

　
受
け
入
れ
る
地
域
側
の
価
値
に
つ
い

て
だ
が
、「
帰
る
旅
」は
従
来
型
旅
行
の

よ
う
に
行
く
先
々
で
直
接
消
費
が
生
ま

れ
る
モ
デ
ル
で
は
な
い
。消
費
は
そ
の
現

場
で
は
小
さ
い
、
ま
た
は
起
こ
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
関
係
性
が
育
ま
れ

る
こ
と
で
そ
の
先
の
間
接
的
な
消
費
や
、

消
費
額
で
は
計
れ
な
い
価
値
が
生
ま
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
事

業
者
が
ユ
ー
ザ
ー
協
力
を
得
な
が
ら
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
新
た
な
挑
戦
を
行

う
機
会
と
な
る（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
が
近
い
）、
都
市
部
の
異
業
種
人

材
と
の
交
わ
り
か
ら
得
た
刺
激
で
宿
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
ス
タ
ン
ス
が
変
化
、
組

織
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。将
来
の
移
住
や
二
拠
点
居

住
、
遠
隔
で
業
務
委
託
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
。関
係
性
の
継
続
と

深
化
に
よ
り
価
値
が
変
容
す
る
ラ
イ
フ

タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
的
な
考
え
が
し
っ
く

り
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
年
度
は
雪
国
観
光
圏
エ
リ
ア
内
の

事
業
者
拡
大
や
運
営
基
盤
の
改
善
を
し

つ
つ
、
他
地
域
へ
の
展
開
も
模
索
し
た

い
。
地
域
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
全
国
に

「
帰
る
旅
」を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

研究員
の

考察

ユ
ー
ザ
ー
側
、
地
域
側
の
ど
ち
ら
も

新
た
な
価
値
を
得
ら
れ
る
の
が
「
帰
る
旅
」

じゃらんリサーチセンター 
調査開発グループ 客員研究員

北嶋緒里恵
きたじま  おりえ

帰る旅研究会の共同代表。新た
な旅行需要を手触りのある形に
することに取り組み中。ライフ
ワークは温泉・銭湯・お風呂に
よって街と暮らしを温める活動
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観光庁に突撃取材！新たな「先駆的DMO」選定とは？

持続可能な「DMO経営」学
号外

2022年12月、DMOに対する支援体制の見直しが観光庁より発表された。
先駆的DMOを選ぶとともに新たな支援を行うというこの枠組みについて、立ち上げた背景や支援の内容、

そもそも先駆的DMOとは…？といった疑問を緊急取材。DMO先進事例を紹介する通常連載記事は次回に繰り越して
「号外」として、今回の支援について陣頭指揮を執る観光庁・大塚室長と、もりなるんの対談をお届けする。

撮影／久保田敦　イラスト／武曽宏幸

先進事例に成功のヒントあり

今回お話を
うかがったのは…

理
想
と
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
評
価
視
点
６
項
目
を
明
示 

受
け
身
の
支
援
か
ら
、
共
に
高
み
を
目
指
す
支
援
へ

森  

２
０
１
５
年
11
月
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
制
度

が
創
設
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
に
は
重
点

支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
選
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
３
年
か
ら
は「
先
駆
的
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」の
選
定
お
よ
び
支
援
が
新
た
に
始

動
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ

選
定
と
従
来
の
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
違

い
や
、
新
制
度
を
立
ち
上
げ
た
背
景
を
ま

ず
は
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
塚

　２
０
２
０
年
度
、
21
年
度
と
選
定

し
た
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
対
し
て
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
側
か
ら
の
相
談
や
要
望
を
基
に
し
た

対
応
が
主
で
、
言
わ
ば
「
受
け
身
の
支
援
」

で
し
た
。
今
回
の
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
選
定
で

は
、
世
界
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
な
る
た
め
に
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
し
て
目
指
し
て
ほ
し
い
姿
、
在
り

方
を
観
光
庁
と
し
て
初
め
て
お
示
し
し
て

い
ま
す
（
図
１
・
２
）。
た
だ
、
こ
の
６
項

目
を
高
水
準
で
満
た
す
の
は
相
当
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
一
朝
一
夕
に
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
世
界
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
候
補
生

で
あ
る
「
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」を
選
定
し
た
う

え
で
、
私
た
ち
観
光
庁
が
伴
走
し
な
が
ら

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

森  

受
け
身
の
支
援
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
観
光
庁
が
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
支
援
体
制
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

大
塚

　そ
う
で
す
、
こ
れ
ま
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
自
ら
や
り
た
い
こ
と
を
聞
き
取
り
、
そ

の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
う

で
は
な
く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
理
想
像
を
私
た
ち

と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
共
有
し
、
そ
こ
を
目
指
し
て

成
長
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
支
援
で
す
。

森  

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
理
想
像
と
は
、
先
駆
的
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
評
価
の
視
点
に
挙
げ
た
６
項
目
を

高
水
準
で
満
た
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

こ
の
評
価
の
視
点
は
、
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
選
定
の
際
か
ら
変
化
し
て
い
ま
す
か
？

大
塚

　重
点
支
援
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
選
定
に
お
い

て
、
も
っ
と
言
う
と
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
制

度
化
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
は
、
こ
こ
ま

で
具
体
的
に
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
い
う
も
の
を
体
系
的
に
は
示
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
来
は
地
域
そ
れ
ぞ

れ
に
自
地
域
に
あ
っ
た
姿
を
考
え
て
動
い

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、「
こ

う
あ
れ
」
と
は
言
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
２
０
２
０
年
に
定
め
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
登
録
要
件
や
役
割
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
目
指
す
先
が
い
ま
い
ち
統

一
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

よ
い
組
織
も
あ
れ
ば
理
念
や
哲
学
が
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
…
と
千
差
万
別
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ

もり・なるひと●2013年4月より経済同友会
の被災地支援プロジェクトにて被災地気仙
沼市へ出向。地元人材育成や観光振興、6次
産業化など地域活性に携わる。2016年3月
にスイス・ツェルマットのDMO視察。2017年
4月よりDMO法人の（一社）気仙沼地域戦略
の理事に着任、気仙沼市復興アドバイザーも
務める。2018年12月より観光庁の広域周遊
観光促進専門家派遣に登録

じゃらん
リサーチセンター 
研究員

森 成人

観光庁 観光地域振興課
観光地域づくり法人支援室長

広域連携推進室長

大塚 久司さん

愛称
もりなるん
が
ナビゲート

DMO経営を一緒に
考えていくのは…
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が
存
在
す
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
地
域
の
司
令
塔
と
し
て
役
立
つ

存
在
に
な
る
に
は
、
ど
ん
な
視
点
が
必
要

か
と
い
う
こ
と
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

選
ん
だ
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
支
援
を
集
中
強
化
！ 

２
年
間
か
け
て
組
織
の
改
善
計
画
に
伴
走

森  

各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
自
分
た
ち
の
組
織
の
現

在
地
を
探
る
指
標
と
な
る
の
が
、
こ
の
評

価
の
視
点
６
項
目
か
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
重
視
し
た
い
項
目
は
あ
り
ま
す
か
？

大
塚

　観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
の
基
盤
に
あ
た
る
組
織

や
仕
組
み
を
6
項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
が
、

今
後
は
特
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
部
分
が
大

事
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
観
光
産
業
が
な

か
っ
た
地
域
に
事
業
を
立
ち
上
げ
、
観
光

で
稼
ぐ
組
織
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
Ｄ

Ｍ
Ｏ
は
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
点
で
は
素

晴
ら
し
い
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
こ
で
満
足
せ
ず
に
、
地
域
全
体
で
稼
ぐ

と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

森  

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
経
営
が
成
り
立
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
地
域
的
な
経
営

が
で
き
て
い
る
か
が
大
事
で
あ
っ
て
、
そ

こ
ま
で
至
ら
な
い
と
も
の
足
り
な
い
…
と
。

大
塚

　お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
も
ち
ろ

ん
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
自
主
財
源
の
確
保

も
大
事
で
す
が
、
①
～
③
の
項
目
を
満
た

し
て
「
地
域
全
体
の
活
性
化
が
図
れ
て
い

る
」
と
言
え
な
い
と
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
存
在
意

義
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
た
だ
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
の
で
支
援
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
現

在
は
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
計
３

２
０
法
人
あ
る
た
め
、
支
援
す
る
に
し
て

も
地
域
全
体
を
活
性
化
す
る
た
め
の
司
令
塔

に
な
る
意
欲
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
優
先
し
て
支
援
を
集
中
さ
せ
ま
す
。

森  

優
先
的
に
支
援
す
る「
先
駆
的
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」は
、
何
件
ほ
ど
を
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
か
？（
※
対
談
は
選
定
前
の
公
募
期
間

中
１
月
に
実
施
）

大
塚

　２
０
２
１
年
度
の
重
点
支
援
Ｄ
Ｍ

Ｏ
は
37
法
人
で
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
は
だ

い
ぶ
少
な
い
だ
ろ
う
と
見
て
い
ま
す
。

森  

そ
う
し
て
選
定
し
た
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
一
緒
に
理
想
像
を
目
指
す
、
と
い
う
と

各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
専
属
担
当
を
配
置
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
支
援
と
は
？

大
塚

　先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
３
２
０
の
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
、
改
善
計
画

を
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。
計
画
作
成
の

際
は
、
課
題
や
弱
み
の
検
証
、
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
専
門
家
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
派
遣
す

る
。
そ
う
し
て
計
画
を
立
て
た
後
は
、
２

年
間
か
け
て
改
善
に
向
け
た
取
組
を
行
い

図2  先駆的DMOの評価の視点

□観光による受益が広く地域にいきわ
たり、地域全体の活性化を図ってい
ること
❶地消地産を含め、できる限り多くの事業
者・業種も含めた誘客／観光消費戦略
を策定
❷観光による受益を、観光従事者の働き
やすい環境づくり、地域住民の生活水
準の向上につなげる等、地域の理解促
進に向けた視点を織り込む
❸行政を含む多様な関係者との連携によ
り戦略を実現

□誘客／観光消費戦略が持続的に策
定される組織体であること
❹人口減少が進む日本人だけに頼らず、イ
ンバウンド誘客も含めた戦略を策定
❺データ収集・分析、戦略策定、戦略の検
証・見直しのサイクルが適切に機能する
仕組みを構築
❻戦略策定に係る人件費や事業運営費等
が安定的・継続的に確保される仕組み
を構築

先駆的DMO（Bタイプ）

先駆的DMO（Aタイプ）

図2❶～❻いずれかの項目で一定
の水準を満たしていないDMO

図2❶～❻すべて一定の水準を満
たしているDMO

Ⅰ
戦略的な伴走支援や補
助金の活用による支援

これまでの
重点支援DMO

一定の水準を満たす項目を高水
準に引き上げるための支援を実施

世界的なDMOになるため支援を
実施

図1　世界的なDMOの形成に向けた支援

候補DMO

世界的なDMO

登録DMO

Ⅱ
意欲があるDMOへの適切な支援

先駆的DMO（Bタイプ）

先駆的DMO（Aタイプ）
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を
総
動
員
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。
支
援
制
度
が

適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
図
３
）。

森  

先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
優
先
的
に
支
援
す

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
資
金
的
に
も
別
立

て
で
用
意
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
塚

　た
と
え
ば
広
域
周
遊
促
進
の
た
め

の
観
光
地
域
支
援
事
業
の
予
算
は
２
０
２

２
年
度
だ
と
全
体
で
７
・
63
億
円
で
し
た
。

今
回
は
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
に
適
用
す
る

部
分
を
初
め
て
設
け
、
２
億
円
の
予
算
を

確
保
す
る
見
込
み
で
す
。

森  
す
る
と
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
選
ば
れ
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
一
つ
は
専
属
担
当
が
付
い

て
一
緒
に
頂
上（
理
想
）に
登
っ
て
く
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
各
D
M
O
が
抱
え
て
い

る
課
題
の
解
決
に
適
し
た
支
援
制
度
が
適

用
さ
れ
や
す
く
な
る
、
さ
ら
に
先
駆
的
Ｄ

Ｍ
Ｏ
に
特
化
し
た
補
助
金
も
活
用
で
き
る
、

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
ね
。

先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
以
外
の
成
長
が
見
込
め
る
組
織
も	

専
門
家
派
遣
や
人
材
確
保
支
援
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

森  

先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
別
に
、「
意
欲
が

あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
支
援
」も
新
設
さ
れ
ま

し
た（
図
４
）。こ
の「
意
欲
が
あ
る
」と
い

う
の
は
ど
う
判
定
さ
れ
る
の
で
す
か
。

大
塚

　意
欲
が
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
先
駆

的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
し
て
課
題
解
決
を
図
ろ

う
と
考
え
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
す
。
選
定
方
法
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

毎
年
度
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
事

業
報
告
書
に
加
え
て
自
己
評
価
の
仕
組
み

を
設
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
事
業
報
告
書
、
催
促
を
し
な
い

と
出
さ
な
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
実
は
結
構
あ
り
ま

し
て
…
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
「
意
欲
が

あ
る
」
と
は
言
い
が
た
い
で
し
ょ
う
。
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、「
事
業
報

告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
登
録
の
取
り

消
し
も
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
も
記
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
際
に
取
り
消
し

た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
意
欲
が
見
ら
れ

な
い
組
織
が
あ
る
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
全
体
の
存
在

価
値
が
下
が
り
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
枠
組
み
か
ら
退
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
必
要
か
な
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

森  

で
は
、
事
業
報
告
書
を
提
出
し
て
い

れ
ば「
意
欲
が
あ
る
」第
１
段
階
は
ク
リ

ア
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
支
援
は
受
け
ら

れ
な
い
で
す
よ
ね
。

大
塚

　支
援
を
行
う
に
は
ま
ず
、
各
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
自
己
評
価
を
し
て
現
状
と
理
想
の
差

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
自
己
評
価
を
専
門
家
が
見
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
地
域
と
し
て
の
強
み
・
弱
み
を
明
確
に

し
、
強
み
を
伸
ば
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
支
援
を
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
す
。

で
す
か
ら
自
己
評
価
や
課
題
の
あ
ぶ
り
出

し
が
で
き
る
よ
う
な
、
自
己
評
価
シ
ー
ト

を
用
意
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
を
見
れ
ば

意
欲
は
読
み
取
れ
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら

支
援
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
拾
い
上
げ
た
い
。

ま
す
。
計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
実
務
面

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
取
組
の
検
証
が
で
き

る
専
門
家
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
観
光

庁
で
も
専
属
担
当
を
配
置
し
て
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

森  

観
光
庁
の
専
属
担
当
者
は
ど
う
い
っ

た
支
援
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

大
塚

　個
々
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
マ
ッ
チ
す
る
支

援
制
度
の
活
用
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
な
ど
、
観
光
庁
の
様
々
な
支
援
制
度

「DMOの皆さんと
一緒にがんばりた
い」と話す大塚さん

2022年12月には
観光地域マーケテ
ィングのガイドブッ
クも配布を開始し、
今後実践的な研修
も実施する予定

図3	 支援	Ⅰ
	 先駆的DMOへの、戦略的な伴走支援や補助金の活用による支援

①改善計画の作成に対する支援
有識者の指摘事項を踏まえて改善計画を作成する際、アドバイスを行う専門家を派遣

②改善計画の実現に対する支援
国内外先進地の視察の機会を提供

専門家と観光庁専属担当による伴走支援

専門家による、取組実施にあたってのアドバイスや取組の検証、見直し

観光庁専属担当による、案件形成の支援
（外部専門人材の登用、中核人材の確保・育成事業／観光庁の各種補助事業等）
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森  

意
欲
の
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
対
す
る
支
援

も
い
ろ
い
ろ
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

大
塚

　一
つ
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
活

用
で
す
。
地
域
が
稼
げ
る
よ
う
に
す
る
組

織
と
な
る
に
は
、
様
々
な
人
を
巻
き
込
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
各
人
の
立
場

に
よ
り
考
え
方
が
異
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

地
域
に
と
っ
て
何
が
ベ
ス
ト
か
を
調
整
し

意
識
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
合
意
形
成
を
図
る
調
整
役
と

し
て
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
Ｄ
Ｍ

Ｏ
自
身
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
能
力
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
主

要
ポ
ス
ト
へ
の
人
材
を
一
括
し
て
投
入
で

き
る
よ
う
に
し
た
り
、
中
核
的
役
割
を
担

う
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
採
用
活
動
支
援
の
た

め
の
予
算
も
強
化
し
ま
す
。

森  

支
援
策
と
し
て
専
門
家
や
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る
と
な
る
と
、
そ
の

人
選
を
行
う
観
光
庁
も
大
変
で
す
ね
…
！

大
塚

　そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
に
求
め
ら
れ
る

専
門
性
が
異
な
り
ま
す
し
、
改
善
計
画
や

課
題
解
決
の
実
施
主
体
は
あ
く
ま
で
も
Ｄ

Ｍ
Ｏ
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

な
課
題
や
現
状
を
客
観
視
し
て
助
言
が
で

き
る
能
力
も
必
要
。
す
る
と
適
切
な
方
は

そ
う
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
専
門

家
の
確
保
は
確
か
に
大
き
な
論
点
に
な
る

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

６
項
目
の
視
点
を
指
標
と
し
な
が
ら	

Ｄ
Ｍ
Ｏ
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
も
の
を
探
っ
て
ほ
し
い

森  

今
後
の
運
用
計
画
と
し
て
は
、
ま
ず

第
１
回
目
の
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
選
定
結
果

を
３
月
下
旬
に
公
表
予
定
で
す
ね
。
そ
の

後
は
ど
の
よ
う
な
予
定
で
し
ょ
う
か
。

大
塚

　選
定
さ
れ
た
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、

２
０
２
３
年
度
・
24
年
度
の
２
年
間
に
改

善
計
画
を
実
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

し
て
24
年
度
の
秋
ご
ろ
に
は
、
改
善
の
成

果
が
上
が
っ
た
か
を
評
価
し
て
選
定
の
継

続
・
見
直
し
を
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、
23
年

度
の
秋
ご
ろ
に
は
第
２
回
目
の
先
駆
的
Ｄ

Ｍ
Ｏ
選
定
に
向
け
た
公
募
を
行
う
予
定
で
す
。

森  

今
回
、
先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
選
ば
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
来
年
度
に
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
し
、「
意
欲
の
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
し
て

支
援
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け

で
す
ね
。
ま
た
、
評
価
の
視
点
と
し
て
示

さ
れ
た
６
項
目
を
満
た
す
の
は
簡
単
で
は

な
い
で
す
が
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
在
る
べ
き
姿
」

が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
各

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
経
営
方
針
を
考
え
る
際
に
役
立

ち
そ
う
で
す
。

大
塚

　先
駆
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
評
価
の
視
点
は
、

６
つ
の
項
目
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
視
点

も
別
途
で
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
視

点
に
沿
っ
て
各
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
ご
自
身
を
評
価

し
て
い
く
と
、
足
り
て
い
な
い
点
が
何
か

も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
観
光
庁
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
あ

り
、「
世
界
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
必
要
な
も
の

と
は
こ
れ
だ
」
と
十
分
に
示
せ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
め
て
い
く
過
程

で
運
用
方
法
な
ど
よ
り
よ
い
も
の
を
探
り

た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

考察

全国網羅的な支援から
「本気の経営をするDMO」
に特化した支援へ

今回の制度変更の話をお聞き
して感じたのは、かなり踏み込
んだ地域経営の在り方を観光
庁も求めてきているというこ
と。とりあえずDMO法人とい
う名札をとれば特別な支援が
受けられそうだ、と既存の観光
協会の名札替えをした程度の
DMOも全国に多くあるなか、
支援を受けるためには求めら
れるレベルがそれなりに高くな
るのは個人的にも芯を食った
制度進化だと感じた。全国網
羅的な支援でなく、本気でゴー
ルを掴もうとして経営している
地域にこそ手厚い支援を行う
今回の制度にぜひ期待したい。

図4	 支援	Ⅱ
	 意欲があるDMOへの適切な支援

現在の支援
□体制強化に対する支援

外部専門人材の登用、中核人材の育成 等

自主財源開発手法ガイドブックの配布 等
（候補DMOを含む）

□事業に対する支援
戦略策定、滞在コンテンツの充実、受入環境整備、
　CRM、DMP等の普及 等

意欲があるDMOの課題に対応した支援
各DMOによる自己評価を専門家が評価して強み・弱みを見える化し、
課題解決に必要な支援を実施。
□ファシリテーター活用による戦略策定の支援
□主要ポスト（COO/CMO等）への民間人材の一括投入
□中核的な役割を担うプロパー職員確保のための採用活動支援
□持続可能な財源の確保に向けた企画立案、合意形成などに関する支援
□マーケティング・マネジメントガイドブックを活用した実践的な研修の実施
　（候補DMOを含む）
□日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の普及促進
　（候補DMOを含む）

追加
支援
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２
．他
者
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
関
係
を

築
け
て
い
る
こ
と

３
．人
生
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
こ
と

４
．自
己
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と

５
．自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
る

こ
と

６
．経
済
的
な
こ
と
を
管
理
で
き
て
い
る

こ
と

　こ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
感
が
ゼ
ロ

か
ら
プ
ラ
ス
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
は
愛
や
快
楽
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
か
ら
生
ま
れ
る
直
ぐ

に
認
識
で
き
る
形
の
幸
せ
で
あ
る
「
ヘ
ド

ニ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
、
自
分

の
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
人
生
に
意
味
を

感
じ
る
よ
う
な
持
続
的
な
幸
せ
感
に
結
び

付
い
た
「
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
幸
せ

と
い
う
と
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
の
感
覚
で
し
た
が
、

今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ

ッ
ク
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
方
で
す
。

―
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
社
会
的
な

環
境
が
変
化
し
て
き
た
時
代
背
景
と
リ
ン

ク
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
高
ま
る
か
を
研
究
す

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
心
理
学
も
生
ま
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
も
う
ず
い

ぶ
ん
昔
に
書
店
の
一
般
書
コ
ー
ナ
ー
で
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
関
連
の
本
が
平
積
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
は
海
外
に
比

べ
て
20
年
〜
30
年
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
に 

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
？

―
病
気
の
場
合
は
検
査
な
ど
の
数
値
で

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
ま
っ
た
こ
と
を

自
分
で
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
？

　満
足
感
、
感
謝
の
気
持
ち
、
平
和
な
感

覚
、
好
奇
心
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
感
な
ど

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
が
自
分
の
中
に
あ
る

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
1
つ
の
指
標

に
な
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高

め
る
方
法
と
し
て
「
フ
ロ
ー
感
覚
」
が
大

事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
述
の

６
つ
の
要
素
の
中
の
自
己
受
容
と
自
己
成

長
に
関
連
す
る
の
で
す
が
、
自
分
の
中
で

創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
し
て
時
間

が
経
つ
の
を
忘
れ
る
感
覚
の
こ
と
。
例
え

ば
料
理
や
も
の
づ
く
り
な
ど
、
人
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

こ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
感
情
と
言
え
ば
、
落
ち
込
み
そ
う

に
な
っ
た
時
に
欝
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱

出
す
る
法
則
の
1
つ
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
比
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、

“
幸
せ
で
あ
る
状
態
”と
は 

ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
か
？

―
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
「
幸
福
」と

訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
捉

え
ど
こ
ろ
が
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
欧
米
の
言
葉
が

そ
の
ま
ま
定
着
し
た
も
の
で
、
加
え
て
日

本
に
は
な
か
っ
た
概
念
。
訳
し
に
く
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
病
気
で
な
け
れ

ば
健
康
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
一
般
的

な
考
え
方
で
し
た
。
つ
ま
り
マ
イ
ナ
ス
で

な
け
れ
ば
ゼ
ロ
の
状
態
に
あ
る
。
対
し
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら

プ
ラ
ス
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
人

ら
し
く
い
き
い
き
と
幸
せ
に
な
る
と
い
う

考
え
方
。
そ
の
幸
せ
感
に
は
、
以
下
の
６

つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

１
．自
己
受
容
、
つ
ま
り
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

イラスト／畦原雄治

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

ＩＴ業界を中心とした技術開発など、状況は目まぐるしく発展し、
有益な情報だけをキャッチするのは難しい。
そこで“詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップし、
 JRC流に解説。観光業界への影響を考察していこう。

12

心療内科医･医学博士･産業医。ハーバード大学HSPH
及びDana-Farber 研究所・客員研究員（2008〜2010

年）、復興庁「心のケア事業」（2013〜
2014年）統括責任者等を務め、現在は日
本ポジティブサイコロジー医学会理事、
日本生活習慣病予防協会理事他。著書

「こころの見方」（毎日新聞出版）等多数。

昭和女子大学
ダイバーシティー機構
客員教授
海原純子さん

ウェルビーイング
「健康」や「幸福」と訳されることが多い言葉、ウェルビーイング
（well-being）。身体的･精神的･社会的に満たされた状況にあることを
意味するというが、いわゆる「ハッピー」な状態とは何が異なるのか。
そして、なぜ今注目をされているのか、どのような効果があるのだろうか。
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こ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

感
情
の
割
合
は
３
対
１
に
な
っ
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
が
１
つ
あ
っ
て
も
、
３
の
頻
度
で
ほ

っ
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と
気
持
ち
を
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
保
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
１
０
０
％
で
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
？

　ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
が
何
も
な
か
っ
た

ら
自
分
の
幸
せ
感
は
わ
か
り
に
く
い
。
だ

か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
も
大
事
な
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ほ
っ
と
で
き
る
処
方
箋
を
自
分

の
中
に
用
意
し
て
お
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
に
対
応
し
て
い
く
。
音
楽
を
聴
く
と

か
、
猫
を
な
で
る
と
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
実

施
さ
れ
た
ト
ル
コ
で
の
調
査
を
基
に
、
こ

う
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
人
は
鬱
に
な

る
リ
ス
ク
が
低
い
と
い
う
論
文
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が 

企
業
経
営
に
影
響
す
る
？

―
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
と
い
う
言

葉
も
聞
き
ま
す
。

　個
人
が
自
分
の
能
力
を
生
か
せ
る
と
い

う
こ
と
が
、
企
業
の
繁
栄
に
繋
が
っ
て
い

く
と
い
う
考
え
で
す
。
昨
年
10
月
、
英
国

の
投
資
運
用
機
関
「
Ｃ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」に
よ
る
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
む
世
界
ト
ッ

プ
１
０
０
社
の
評
価
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
企
業
で
入
っ
て
い
た
の
は
２
社
の
み
。

日
本
は
中
小
企
業
が
多
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
成
果
主
義
み
た
い
な
と
こ

ろ
が
あ
り
、
儲
か
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
と
か

我
慢
を
し
て
働
く
の
が
当
た
り
前
と
い
っ

た
風
潮
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
様
々

な
企
業
を
見
て
き
た
中
で
、
個
人
の
能
力

を
う
ま
く
生
か
せ
て
い
る
企
業
は
伸
び
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
仕
事

で
も
、
フ
ロ
ー
感
覚
を
持
て
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。

―
適
材
適
所
に
配
置
し
た
り
、
個
々
を

や
る
気
に
さ
せ
る
た
め
に
、
企
業
と
し
て

も
相
当
な
能
力
を
必
要
と
し
そ
う
で
す
ね
。

　企
業
の
経
営
者
サ
イ
ド
が
ま
ず
そ
の
よ

う
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
労
働
時
間
が
単
に
長
い
か
ら
病
気
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
時
間

が
長
く
て
も
自
分
で
裁
量
権
を
持
っ
て
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
は

い
き
い
き
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。
自
分
で
フ
ロ
ー
感
覚
を
持
て
て
い

る
か
ら
で
す
。

―
し
か
し
同
じ
会
社
の
中
で
も
、
仕
事

内
容
に
よ
っ
て
フ
ロ
ー
感
覚
を
持
つ
こ
と

が
難
し
い
部
署
も
あ
り
そ
う
で
す
。

　そ
の
場
合
は
長
時
間
同
じ
作
業
を
行
わ

な
い
、
定
時
で
帰
れ
る
よ
う
に
仕
事
量
を

調
整
す
る
な
ど
対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
す
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
色
々
な
話
を
聞
く
た
め
疲
れ
を
た
め

や
す
い
仕
事
な
の
で
「
大
変
だ
っ
た
よ

ね
」
と
言
い
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作

っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
観
光
で

言
え
ば
宿
泊
施
設
の
ク
レ
ー
ム
対
応
も
神

経
を
遣
う
仕
事
。
連
帯
を
持
つ
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
対
策
は
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
他
に
も
大
切
な
の
が
「
上
の

人
が
守
る
」
と
い
う
意
識
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
利
用
ル
ー
ル
の
徹
底
な
ど
で
宿
泊
客
か

ら
ク
レ
ー
ム
が
出
た
場
合
で
も
、
上
司
や

経
営
者
が
前
面
に
出
て
対
応
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
現
場
の
人
は
信
頼
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
経
営

者
と
の
関
係
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
有
名

な
老
舗
ホ
テ
ル
で
は
社
長
も
社
員
も
一
緒

に
ラ
ン
チ
を
食
べ
ら
れ
る
食
堂
が
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ク
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
。
こ
う
い
う
タ
テ
だ
け
で
は
な
い
ヨ
コ

の
関
係
性
か
ら
生
ま
れ
る
信
頼
感
も
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
繋
が
り
ま
す
ね
。
日
本

で
も
企
業
努
力
を
し
て
い
る
会
社
は
忙
し

く
て
も
社
員
が
元
気
だ
と
感
じ
ま
す
。
社

長
が
社
員
1
人
1
人
の
顔
を
把
握
し
て
い

る
、
年
に
一
度
、
普
段
泊
ま
り
に
行
け
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
み
ん
な
を
旅
行
へ
連

れ
て
行
く
な
ど
。

―
業
績
が
上
が
っ
て
利
益
が
出
た
か
ら

連
れ
て
行
く
、
と
い
う
流
れ
で
は
な
い
の

で
す
ね
？

　社
員
に
お
金
を
か
け
る
、
こ
れ
は
投
資

な
の
で
す
。
欧
米
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

経
営
で
は
、
従
業
員
の
心
身
の
健
康
に
関

す
る
こ
と
は
投
資
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
投
資
が
な
け
れ
ば
リ
タ
ー
ン
は

な
い
。
ま
ず
は
投
資
し
て
気
持
ち
よ
く
働

け
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
環
境
で
な

い
と
能
力
が
上
が
ら
な
い
、
と
い
う
考
え

が
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

□身体的・精神的・社会的に満たされ
た状態にあることだが、その中で特に
注目したいのは持続的な形のウェル
ビーイングである「ユーダイモニックウ
ェルビーイング」。
□従業員がウェルビーイングな状態で
仕事に取り組めることが、企業の発展
に繋がっていくという考え方がある。

ウェルビーイングとは

ネガティブ１に対して３つのポジティブ感情があれば、気持ちは
ニュートラルに
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

世界にはスタープレーヤーもいるものの、日本では表に出ることの少ない調香師という仕事。
長年専門家として働いてきた調香師が、香り、においをめぐる現状と可能性を語る。

日
頃
か
ら﹃
に
お
い
﹄に
慣
れ
る
こ
と
で

人
間
と
し
て
強
く
な
れ
る
の
で
は
？

そ
ん
な
ふ
う
に
香
り
の
知
識
を
生
か
し
て

価
値
を
生
み
出
す
仕
事
が
し
た
い

写真／佐藤兼永

「
香
り
づ
く
り
」か
ら「
に
お
い
体
験
」へ

香
り
の
可
能
性
に
挑
む
新
時
代
の
調
香
師

62

に
お
い
を
体
験
す
る
こ
と
は

人
間
と
し
て
の
強
さ
に
通
じ
る

　調
香
師
は
、
原
料
と
な
る
香
り
の
成

分
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
て
一
つ

の
香
り
を
つ
く
る
。
た
と
え
ば
荘
司
氏

が
長
年
手
掛
け
て
き
た
入
浴
剤
の
香
り

は
、
実
際
に
温
泉
を
訪
ね
、
そ
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
素

―
周
囲
の
木
々
や
水
、

湯
気
の
こ
も
っ
た
感
じ
な
ど
を
整
理
し
、

複
数
の
成
分
を
使
っ
て
一
つ
の
香
り
と

し
て
表
現
す
る
。
い
わ
ば
「
香
り
で
絵

を
描
く
」、
あ
る
い
は
「
ス
パ
イ
ス
か
ら

カ
レ
ー
を
作
る
」
よ
う
な
仕
事
だ
。

　そ
う
し
た
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
普

段
意
識
し
て
い
な
い
香
り
の
特
性
に
気

付
か
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
形
と
し

て
残
ら
な
い
」
こ
と
。
つ
く
ら
れ
た
香

り
は
開
封
し
た
そ
ば
か
ら
変
化
し
て
し

ま
う
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
一
期
一
会

の
も
の
だ
。
そ
し
て
、
映
像
や
音
声
と

異
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
で
き
な
い
こ

と
。「
予
め
特
定
の
香
り
を
仕
込
ん
で
お

き
、
遠
隔
操
作
で
流
す
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
香
り
を
調
香

し
て
流
す
伝
送
技
術
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　改
め
て
実
感
す
る
の
は
、「
に
お
い
」

と
は
、
リ
ア
ル
に
体
験
す
る
以
外
に
感

じ
る
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
と

こ
ろ
が
日
本
で
は
、
に
お
い
の
体
験
機

株
式
会
社
ア
ロ
マ
オ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

代
表
取
締
役

　調
香
師

荘
司
博
行

H
iroyuki Shoji
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荘司氏が代表を務める『株式会社アロマ
オルファクトリー』では、「香りで新たな価
値を生み出す」ためのさまざまなアイデア
を世に問うている。特許取得済みの香り
マーカーペン『アロマスティロ』は、インク
に香りを高含有し、塗ったあとにも香りが
持続。キャップを閉めれば香りが漏れる
こともなく、気軽に持ち歩くことができ、
塗ることで調香を体験したり、透明タイプ
をマスクに塗ってリフレッシュするなど、さ
まざまに活用ができる。ノベルティとして、
またオリジナルの香りづくりなど、地域や
企業とのタイアップについても意欲的だ。

色とともに香りを楽しめる
『アロマスティロ』で特許を取得

会
が
著
し
く
減
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と

が
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
荘

司
氏
は
指
摘
す
る
。

 
「
海
外
に
行
く
と
ど
こ
に
で
も
に
お
い

が
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
フ

ラ
ン
ス
な
ど
は
街
も
古
い
か
ら
下
水
の

に
お
い
が
漂
っ
て
い
た
り
し
て
案
外
臭

い
で
す
し
、
ア
ジ
ア
各
国
も
食
べ
物
や

動
物
な
ど
い
ろ
ん
な
に
お
い
が
し
ま
す
。

そ
れ
と
比
べ
る
と
日
本
は
に
お
い
を
避

け
す
ぎ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
は
本

来
に
お
う
も
の
で
あ
り
、
に
お
い
を
否

定
す
る
こ
と
は
自
己
否
定
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
」

　そ
う
い
う
感
覚
の
ま
ま
、
病
気
で
動

け
な
く
な
る
な
ど
し
て
自
分
が「
臭
く
」

な
る
と
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
心

を
病
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
。
そ
う
な

ら
な
い
強
さ
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
日

頃
か
ら
「
臭
い
」
も
含
め
た
多
様
な
に

お
い
を
体
験
し
、
慣
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
荘
司
氏
は
説
く
。

　そ
ん
な
思
い
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
に
お
い
を
体
験
す
る
場
づ
く
り

だ
。
そ
の
一
例
が
香
料
入
り
の
ペ
ン
で

絵
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
に
お
い
の
経
験
を

増
や
し
つ
つ
に
お
い
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
と
な
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

衰
え
て
ゆ
く
嗅
覚
を
刺
激
す
る
機
会
に

な
る
。「
嗅
覚
が
衰
え
る
と
食
べ
な
く
な

り
、
体
が
弱
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
嗅

覚
の
衰
え
は
認
知
症
に
も
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
に
お
い
を
体
験
す

る
こ
と
で
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る

の
で
す
」

目
に
見
え
な
い
か
ら
で
き
る

に
お
い
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方

　旅
の
体
験
と
し
て
の
「
に
お
い
」
に

つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
。

 

「
古
い
家
の
に
お
い
や
酒
蔵
の
に
お
い
、

あ
る
い
は
海
か
ら
漂
う
潮
の
香
り
や
花

の
香
り
な
ど
…
…
旅
先
の
に
お
い
は
い

ず
れ
も
記
憶
に
残
り
、
風
景
を
思
い
出

す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
」

　人
は
に
お
い
に
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
、

暮
ら
し
て
い
る
人
は
気
づ
き
に
く
い
が
、

土
地
に
は
必
ず
に
お
い
が
あ
る
。「
た
と

え
ば
、
に
お
い
の
す
る
場
所
に
案
内
し
、

に
お
い
の
出
ど
こ
ろ
が
ど
こ
か
を
見
つ

け
て
も
ら
っ
た
り
、
旅
の
最
後
に
に
お

い
を
嗅
い
で
も
ら
っ
て
、
そ
の
に
お
い

が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
思
い
出
し
て
も

ら
う
の
も
面
白
そ
う
で
す
よ
ね
。
形
が

な
い
、
目
に
見
え
な
い
こ
と
は
香
り
の

弱
点
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　そ
の
と
き
の
に
お
い
は
、「
よ
い
に
お

い
」
で
な
く
て
も
よ
い
。
む
し
ろ
「
臭

い
」
に
お
い
に
こ
そ
面
白
さ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
荘
司
氏
は
考
え
て
い
る
。

 「
人
は
不
思
議
な
こ
と
に
、『
そ
れ
、
臭

い
で
す
よ
！
』
と
言
わ
れ
る
と
つ
い
嗅

い
で
確
か
め
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね（
笑
）。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
刺
激
臭
が
好
き

と
い
う
人
は
案
外
多
い
で
す
し
、
香
水

を
調
合
す
る
と
き
に
も
敢
え
て
ム
ス
ク

（
麝
香
）
の
よ
う
な
『
臭
い
』
成
分
を
入

れ
る
こ
と
で
魅
力
的
な
香
り
が
で
き
た

り
も
し
ま
す
。『
臭
い
』
こ
と
に
は
、
ク

セ
に
な
る
何
か
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」

 

「
臭
い
」
と
い
え
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
聞

こ
え
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
に
お
い

が
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
も
呼
び
起
こ
す
。
荘
司

氏
も
、幼
い
頃
に
親
し
ん
だ
昔
の
東
京
・

ア
メ
横
の
商
店
街
を
「
当
時
は
臭
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に

懐
か
し
い
に
お
い
で
も
あ
る
の
だ
。

　そ
う
だ
と
し
た
ら
、
我
々
が
「
臭
い
」

と
分
類
し
が
ち
な
に
お
い
も
、
訪
れ
る

人
に
強
い
印
象
を
残
す
も
の
に
な
り
得

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

「
観
光
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な

い
と
感
じ
る
場
所
で
も
、
香
り
の
体
験

は
で
き
ま
す
。
工
場
の
に
お
い
で
も
い

い
し
、
肥
や
し
の
に
お
い
で
も
い
い
、

『
に
お
う
ス
ポ
ッ
ト
マ
ッ
プ
』を
作
っ
て

ツ
ア
ー
に
す
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な

い
か
と
、実
は
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」

1970年千葉県生まれ。実家の化粧品店で
香水に触れて育つ。大手入浴剤メーカー時
代には140以上の製品の香りを世に出し、そ
の後起業。著書『嗅ぎトレ』（KADOKAWA
刊）では香りを活用した健康法の提案も。
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バラの香りの成分を含むペン。この4色で塗る
とさまざまなタイプのバラの香りがつくれる



大
浴
場
で
の
お
試
し
使
い
が
右
肩
上
が
り
に
フ
ァ
ン
を
獲
得
！

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品 

旅
美
人
シ
リ
ー
ズ
「
酒
粕
美
容
パ
ッ
ク
」

「酒粕美容パック」は、アズマ商事が
企画・販売、セニルラボラトリーズが
製造する旅先コスメ。日本酒の原料と
なる米を乙女の髪飾りのようにあしら
ったイラストがボトルに描かれた、和を
感じさせるレトロなデザインに海外か
ら訪れる観光客も興味を持ちそうだ

↑ふわっとした質感。ほのかに酒粕が香るが、ア
ルコール分を含まないのでお酒が苦手でも安心
←使ってみて気に入ったら、持ち帰りしやすい
サイズの商品を宿の売店で購入できる

旅
先
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
て

ハ
マ
っ
て
し
ま
う
旅
先
コ
ス
メ

全
国
各
地
の
温
泉
旅
館
・
ホ
テ
ル

杜氏の肌が、しっとりとして色
白なのは、酒粕に美肌効果が
期待できる成分が豊富に含ま
れているからといわれる

取材協力

株式会社 アズマ商事
大阪府東大阪市長堂2-1-12   
☎06-6787-1381

株式会社 セニルラボラトリーズ
大阪府大阪市東淀川区淡路5-10-20

　温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
大
浴
場
で
見

か
け
る「
ご
自
由
に
お
試
し
く
だ
さ

い
」と
書
か
れ
た
コ
ス
メ
の
実
力
は
、

な
か
な
か
侮
れ
な
い
。
の
ん
び
り
温
泉

に
浸
か
っ
て
身
体
を
ほ
ぐ
す“
つ
い

で
”に
、
カ
ラ
ン
の
近
く
に
置
か
れ
た

美
容
パ
ッ
ク
を
試
し
に
肌
に
の
せ
て
…

が
き
っ
か
け
で
、
沼
に
ハ
マ
っ
た
と
話

題
に
の
ぼ
る
の
が
ア
ズ
マ
商
事
の
旅
美

人
シ
リ
ー
ズ「
酒
粕
美
容
パ
ッ
ク
」だ
。

京
都
の
老
舗
酒
蔵
の
酒
粕
か
ら
採
取
さ

れ
た
酒
粕
エ
キ
ス
に
加
え
て
様
々
な
天

然
美
容
成
分
を
配
合
し
、
ア
ミ
ノ
酸
、

セ
ラ
ミ
ド
、
コ
メ
ヌ
カ
油
な
ど
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
、
定
価
2
2
0
0
円（
税

込
）。
無
料
で
気
軽
に
試
し
て「
こ
れ

い
い
」と
体
感
し
、
帰
り
に
売
店
で
お

土
産
に
購
入
と
い
う
よ
き
流
れ
で
、
誕

生
以
来
４
年
、
フ
ァ
ン
を
増
や
し
続
け

て
い
る
。
某
女
性
誌
の
サ
イ
ト
で
こ
の

コ
ス
メ
の
よ
さ
を
体
感
し
た
方
が「
ピ

カ
ー
っ
と
顔
が
発
光
し
て
い
た
の
で

す
！
」と
紹
介
し
た
こ
と
や
、
コ
ス
メ

の
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
高
評
価
も
相

ま
っ
て
注
目
度
も
高
い
が
、
実
は
こ
の

商
品
、
一
般
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
ス

ー
パ
ー
に
は
流
通
し
て
お
ら
ず
、
主
と

し
て
温
泉
地
の
宿
で
お
試
し
＆
購
入
す

る
の
が
王
道
。
温
泉
旅
行
の
お
土
産
と

し
て
購
入
し
、
使
い
切
っ
て
ま
た
欲
し

く
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ま
た
全
国
各
地
の

温
泉
へ
足
を
運
ん
で
、
ス
グ
レ
モ
ノ
の

旅
先
コ
ス
メ
を
G
e
t
し
て
ほ
し
い
。
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今号の『とーりまかし』について
皆様のご意見をぜひお聞かせください。

ご注意
本資料の転載・複製での
利用について
本資料は、株式会社リクルート（じゃら
んリサーチセンター）の著作物であり、
著作権法に基づき保護されています。
本資料の全文または一部を転載・複製
する際は著作権者の許諾が必要です。
事前に当社までご連絡ください。使用
用途によって転載・複製をご遠慮頂く
場合もございます、予めご了承ください。

じゃらんリサーチセンター事務局
E-mail  jalan_rc@r.recruit.co.jp

先日、若い２人組がヨーロッパの
温泉を巡る旅番組を見ました。人々
との交流が自然と起こり、国や地
域の文化、歴史にまつわる物語を
聞き、今までの旅の中でも最も印
象に残るものとなったそうです。心
も体も開放する温泉効果は、深く、
明るく、豊かな時間を提供してくれ
ます。「温泉」は国内だけでなく、
外国人をロイヤルカスタマーに導く
コンテンツにもなりえます。温泉が
ある地域は、その価値を最大限に
高めてほしいと感じます。今号では、
人気温泉地ランキングの発表ととも
に、温泉の価値を考察してみまし
た。地域が誇る３つの文化「嬉野
温泉」×「嬉野茶」×「肥前吉田焼」
を融合し、価値の最大化に挑戦し
た嬉野温泉の取組は必見です！
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

私たちの活動領域

じゃらんリサーチセンター

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく
広く世の中に発信していきます

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発信
→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

いただいた声は今後の企画に活用させていただきます。ぜひご協力をお願いいたします。

https://jrc.jalan.net/tkq/
アンケートは選択式が中心で、3分程度でご回答いただけます

インターネットによるアンケートとなります（スマートフォンからの回答可）
通信料についてはお客様のご負担となりますことを予めご了承ください

ご回答の締切り
2023年5月31日
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の
プ
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2
0
2
2
年
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月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2022年

6月号

68

vol.

68

連載
知りたかったあのキーワードを

詳しく解説

とーりま的ピックアップNEWS

月は東に
、日は西に

今号のテーマ

FIRE

価値と感動を生み出す人に

インタビュー

マエスト
ロの肖像

VR法人HIKKY 代表取締役／CEO

舟越  靖

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

東京都

江戸風鈴

インバウンド再始動！

ミドル富
裕層の“

リアル”を

理解した
戦略立案

がカギ

つかめ！

ラグジュアリー

マーケット

「じゃらん 日帰り旅行に関する調査」より

ヒントと
チャンス

が眠って
いる！

旅を解放する？

日帰り旅行の潜在力

特
集

世
界
水
準
も
ロ
ー
カ
ル
志
向
も

や
る
べ
き
こ
と
は
同
じ
!?

 「
持
続
可
能
な
観
光
」
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＼先進事例に成功のヒントあり／

持続可能な
「DMO経営」学
第1回
DMO経営の3つの課題と
先行事例タイプ分類

「じゃらん日帰り旅行調査」より、
旅行者タイプを分類
地域の個性に知的好奇心がワクワク

旅の熟練者
プロファイリング

心
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観
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ジ
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ロ
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報
誌

2
0
2
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年
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月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2022年9月号
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vol.
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連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

IoT
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社スードリーCEO／フラワーアーティスト

前田有紀
Nostalgic but Innovative

ちょっと気になる
おみやげ手帖
大阪府

クリスタルボンボン

特集
『じゃらん宿泊旅行調査2022』
『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』より

感染症収束期の調査が示す
旅の未来

人と地域を
再生する旅へ 新連載
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2
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vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2022年12月号

70

vol.
70

連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学

第2回
着地型旅行業の稼ぎ方価値と感動を生み出す人に

インタビューマエストロの肖像株式会社グリーンパックス
専務取締役小林邦宏

Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖北海道
木彫り熊

じゃらん宿泊旅行調査2022
旅ナカ消費行動分析より高級・高額だけじゃない！グッとくる「高付加価値体験」を作るには？

特
集

そ
の
味
が

地
域
の
宝
に
な
る
ま
で

３
年
ダ
ッ
シ
ュ
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人気温泉地ランキング2023

 発表！

文化を伝える
温泉地

特集
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ー
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2
0
2
3
年
3
月
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vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2023年3月号

71

vol.
71

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
号外編

観光庁に突撃取材！
新たな「先駆的DMO」
選定とは？

知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のテーマ

ウェルビーイング
価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
株式会社アロマオルファクトリー
代表取締役　調香師

荘司博行
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になる
おみやげ手帖
全国
酒粕美容パック

おかえり・
ただいまから始まる

「帰る旅」の
可能性【現地リポート】ランクUP嬉野温泉の挑戦
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